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遠く 高く 響き 合う その 音色 
互い を ゆす る 共鳴 は 鏡 合 わ 世 と な り て 

や が て ひと め め の 唱 和 を つむ お いで いく 
ドー レ ゲ 、 そ し て ラー ゼ フ ォ ン 

巨 能 の ゆら ぐ 波 動 が "世界 の 真実 を 映し 出す 
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耳 に 届く 不思議 な こと ば は 
迷い 往生 する 僕 の 目 に 差し 込ん で くる 標 の 星 
出 立 する 僕 を 見 送る 優し い 視線 は 

叱 の よう に まとわりつく 不安 を 芋 払 つて くれ る 
2 人 と も 僕 の 大 切な 人 

だ か ら 僕 は きょう も 賢者 の 椅子 に 座る 


甘く 声 沈 ) 


細い 眼差し 























少年 は 真実 を 望ん だ 。 

その 双 上 時 は カン バス を 、 友 人 を 、 
赤く 渦巻 く 半球 を 、 優 し い 人 た ち を 、 
母 を 、 陽 災 の 人 を 望ん で いた 。 

17 歳 の 少年 の 選択 は 
世界 を どこ へ 導く の か 。 
間もなく 音 は 鳴り 、 真 実 の 輝き が 
世界 を 照ら す 














胎児 の ご と く 折 り 曲 げた 四肢 を 伸ばし て 卵 の 殻 を 破 ろ う 。 


そし て 目覚 め た ら 、 そ の 瞳 で 世界 を 見 渡す と いい だ ろう 8 


きっ と そこ は すべ て が わか る 場所 一 EN 回 @ 回 『H 還 WORID 


世界 標準 TOKYO JUPITER 

1576 バー ベム 財団 の 前 身 、 ナ ー カ ム 商 会 が 設立 
され る 。 当主 の 名 は エル ンス ト ・ フ ォ ン ・ 
バー ベム 





が It る 。 は 寺 た 。 時 間 が 錯 線 し 、 舞 台 が 日 本 各地 へ と 移り 、 さ ら に 

人 間 標 本 第 1 号 サン プル (名 月 久 回 ) 登録 され る 人 物 関係 まで も 複雑 に 入り 乱れ る 
本 5 「 ラ ー ゼ フォ ン 」 世 界 を 整理 し て みよ う 。 
1996 麻弥 、 六 道家 を 出 て バー ベム 財団 へ に に 
1998 神 名 綾 人 、 紫 東進 、 如 月 樹 、 生 まれ る 3 
2009 綾 人 、 小 学生 絵画 コン クー ル 出 展 





2012.12 2012.12 MU、 東 京 上 空 に 出現 


2013 2013 在 日 米 軍 、MU へ の 先制 攻撃 を 開始 
ドー レム ・ リ タル ダン ド 、 オ ー ス トラ リア に 出現 。 
600 万 人 が 欄 竹 に な る ドー レム ・ リ タル ダン ド 
功刀 仁 、 国 防 部 を 辞職 、 後 に TERRA へ 
紫 東 恵 、 生 まれ る 








2017 造 、 大 学 進学 ( 恵 と と も に 奈良 へ ) 
樹 と 造 、 交 際 講 始 


2021.3 造 、 大 学卒 業 、TERRA 配 属 ( 恵 と と も に 六道 家 へ ) 
2027.11.24 2015.7.4 オー バー ロー ド 作 戦 開始 (第 1 楽章 ) 


2015.7.5-6 (第 2 楽章 ) 
2015.7.7 綾 人 、JUPITER 脱 出 (第 3 楽章 ) 






















2027.11.26 ドー レム ・ グ ラー べ と 戦 闘 (第 4 楽章 ) 東京 湾 基 地 一 
2027.12.24 ドー レム ・ ス フォ ルツ ァ ン ド と 戦闘 (第 8 楽章 ) ドー レム ・ ア レグ レッ ト (#1) 
ル テ シ モ (#1 
2028. 綾 人 と 久遠 、 時 の 詞 に 消え る (第 9 楽 電 ) ero 
2028.3.21 功 力 、 娘 の 墓参 り を する (第 10 楽 章 ) 港 沖 に 東京 湾 基 地 が 存在 する 。 い ま 
2028.5.5 綾 人 と 久遠 、TOKYO JUPITER へ (第 16 楽 章 ) まで 確認 され た ドー レム は ここ か ら 
紫 東 恵 、 正 式 に TERRA 三 等 職員 
と し て 採用 され る UI JUPITERI] 
ドー レム - り リタ (人 ST 
ドー レム ・ リ タル ダン ド / 0 ドー 用 され て いる 。 
Ln 時 に も ご と 剛 れ て い お 。 内 500 
ん ンズ P ー 0 の 人 間 が 変わ ら ず 生活 し て いる 
@ ーー 佐賀 県 上 
7 の ドー レム ・ オ ル タ ネ ー ト ーー | 
二 / 出現 (#14) A は ドー レム ーー 記 
で 2 テー ーー ファ ルセット 
二 ジ ーーー ニー | 出現 (#12) R 
/ = | ep | 
出現 (#11) 」| の は 、 ニ ライ カナ イ と バ | 
ー 
ニラ イカ ナイ 付近 
ドー レム ・ グ ラー ベ (#4) 
ス フ ォ ルツ ァ ン ド (#8) 
1 pe Ph リャ ーー ム ティ アナ 島 | 
1 避 ? | バー ベム 財団 が 管理 する 
[ニラ イカ ナイ ] 本 ドー レム ・ フ ォ ル ツァ ンド (#7) | | 島 で 、 フィ リピ ン の ルソン 
ニラ イカ ナイ は 鹿児島 の ラル ゲッ ト (#10) 出現 _N | ン 島 か ら 東 、 東 シ ナ | 
1 人 と の 仙 に ある 。 ツク 3 内 に は カル デラ 炎 ロ の | 
の 中 間 に あ る 。 ろう デ 8 に 
も と も と の 上 と 、 の 衛星 軌道 ミ 山 が あり 、 秘 か に 遺 中 の | 
ち に 増設 され た 人 工 島 と ドー レム ・ ア ル ベ ジ オ 発掘 が 行なわ れ て いる | 
を 合わ せる と か な り の 面 出現 (#13) | 
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西暦 2015 年 、 東 京 に 暮らす 高校 
生 ・ 神 名 綾 人 は 、 突 名 来襲 し た 
謎 の 航空 部 隊 と 防衛 還 と の 戦闘 に 
巻き 込ま れ た 。 が れき と 化し た 街 
で 、 綾 人 は ひと り の 少女 と 出会う 。 
初対面 の は ず の 彼女 に 対し 、 綾 人 
は 昔 か ら 知っ て いた よう に その 名 
を つぶ や く …… 美 嶋 玲香 、 と 。 

不思議 な こと に 、 そ れ は 綾 人 が 

いて いた 絵 そ の まま の 光景 だ っ た 。 
玲香 と の 出会い に 心 を 奪わ れる 綾 
人 に 、 公 安 を 名 の る 男 た ち が 近 づ 
く 。 必死 の 抵抗 の 未 、 男 の 類 に 青 
い 血 が 流れ る の を 見 て 衝撃 を 受け 
る 綾 人 。 彼 を 救っ た の は 、 見 知ら 
ぬ 女 性 ・ 紫 東 造 だ っ た 。 自 分 と 来 
れ ば この 世界 の こと を すべ て 説明 
し よう と 誘う 造 だ が 、 何 も 信じ ら 
れ な い 綾 人 は 、 玲 香 に 導 か れる よ 
うに 地下 鉄 で 送 亡 、 地 下 神 殿 に 針 
座 す る 巨大 な 卵 を 目撃 する 。 一 方 、 
東京 上 空 に は 異様 な 物体 ・ ド ー レ 
ム が 歌声 と と も に 出現 、 そ の 恐る 
べき 破壊 力 を 見 せつ ける 。 そ し て 、 
ドー レム と 玲香 の 歌声 に こたえ る 
か の よう に 、 卵 か ら は 巨大 な 思 が 
出現 する の だ っ た 。 
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「 目覚 め て 、 綾 人 。 目 覚め な さい ] 
玲香 の 呼 こたえ る よう に 、 
を 現 わ し た 
フォ ン 。 綾 人 の 意識 は この 巨大 な 
神 人 と 同調 し て いた 。 ラ ー ゼ フォ 
ン は ドー レム の 攻撃 を は ね 返し 、 
謎 の 航空 機 部 隊 も ろ と も 撃退 する 
と 、 再 び 卵 の 中 へ と 戻っ て いっ た 。 
病院 に 収容 され た も の の 、 先 ほど 
の 異様 な 体験 が 忘れ られ な い 綾 人 。 
だ が 母 ・ 麻 弥 を は じ め と する 周囲 
は 何事 も な か っ た か の よう に 平 竹 
を 装う 。 神 人 の 出現 は 綾 人 の 幻 下 
だ っ た の だ ろう か 。 綾 人 は 自分 の 
そう ) シル パシ ルー ルツ 3 
と の 会 話 は 疑念 を 深め る だ け だ っ 
た 。 ク ラス メー ト も 玲香 に つい て 
し る: コロ ik る うと アン ルー ピ 】 
た 。 い っ た い 美 熊 玲 香 は 何者 な の 
か 。 綾 人 は 紫 東 伯 か ら の メッ セー 
ジ を 受取 り 、 造 と と も に で 東京 を | 
脱出 し よう と する も の の 、 ま た も 
玲香 の 歌 に 導 か れ て いく 。 つ い に 
綾 人 が 目覚 め る 時 が 来 た 。 
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【 千 秩 @ 交 責 屋 \@※ 坦 N 区 の 鞭 
畠 】」 ト ー や NN くい @ 福 G 弓 層 
せ 求 店 NG-JW 区 欄 G | 葵 公告 
軟 G 炊 選 記 福 つ お " 楓 つっ 棚 要 * 
昧 団 ” 鉛 箇 JNN 一 や NG 弄 
尼 wIKs 押 落 人 ハー へ“ 

JJ 屋 し i@ ヽ 紋 の 守 枝 】 
6 太史 拓 けつ し じ G ぶ 区 @ や さ へ h“ 
ぶ 環 所 1J)J り 表記 記 抽 公 稚 
I@G 公 避 

【 ミ つく <G ボ 算 剖 骸 ヽ 稀 己 著 抽 】 
訳 置 G 朋 さ 人 SQ ミ つ ぐ ボ 神前 角 
寺地 む G せ 河 僅 G 坦 来 財 Q 
つっ "1J で 公 油 提 り 人 き さ ト ネス 
せ 岡 RW 逝っ ン 求 で 0OS 
只 ” 必 泊 G 圭 吉 む くせ 性 G 較 
殻 G く 皿 SO "NG ス 還 ぷ 共 | に 
ロ 帆 四 避 甘 つい や 中 RE 臣 " NG 
性 べく) 池 に りき …… ロ 

【 っ を 芋 mSN 押 己 瞭 出 】 罰 細 
公 つ じ 直 鷺 避 税 人 Se 所 太り 吾 民 公 
功臣 つい JI JOQ 訪 べし ut 
MO 8JJIJNO 公 上 ロマ し 
S ン 桂 4mAC 8 1JG や さ へ hK 豆 





し 


に 


be 
上 














EC 





久遠 「 あ た し 、 抱 きた い の - 一 
た し の 、 卵 一 」 


あ 





還 堂 く 「 診 セーー・ っ お CX 


人 
馬 味 「 こ の 世界 な ら 、 あ な た が 


アルス ソ : で コ の kr く の: ジミ シメ 
た を 生ん だ 私 の 側 に いる の 。 い いわ ね ? 」 


心 乱 すこ と な く 、 普 段 の 生活 と 


で 
レム 
あな 

















し p 
が 
き 
0 
を 
ま 
9 
た 


一 色 と 通じ 、 
ニコ 


た まま 、 眠 りつ づけ る 
デー タ を 横流し し て いた 。 


命 に つい て 確信 を 深め 


っ つた が 、 彼 女 は 
久吉 は 目 を 覚ます 。 さ ま よい 歩く ? 


久遠 は 再び 玲香 と 遺 遇 し 、 黒 い 卵 


と 自 


ける 綾 人 は 行方 不明 の は ず の 久遠 


と 会 話 を 交わ す が 、 久 遠 の 姿 は ま 
た も い ず こ と も な く 消 えて いっ た 。 


東シナ海 に 出現 し た ドー レム を 授 
ま 、 綾 人 の 周囲 で 黒い 卵 と 久遠 の 


の 最 中 、 奏 者 の 座 に 久遠 が 次 を 現 
わす 。 夢 と も 現実 と も つか な いま 
イメ ー ジ が 乱舞 する …… 


発見 し て 驚 性 する 。 も の 思い に ふ 
撃 す る ラー ゼ フ ォ ン 。 だ が 、 戦 闘 


久遠 。 彼 女 の 監 視 を 続け て いた 小 


夜 子 だ 


て いく の だ っ た 。 
に | 
真 を 見 せら れ た 


意識 を 失っ 


な う 3| 


玲香 「 あ な た 自身 の イン スト ゥ ル メ ント を 





R 信 訳 古 円 将 い し うい) 
只 で 人 SN" 

【 季 wiJstQ ぶ く 環 へ 移 ご 鞭 桂 】 功 
べら @ 昧 定 帳 組 中 島 yt046n ロ 7 
斗 財 避 し 還 選 I JsNQ ぶ く 環 "堪り 
INー や N で へ 人 ロロ テー さく 6 
贅 さ 別 で) の 区 例 つ し っ 
Rn" 
eSjmSYOEEEUSS | 
ーー つく G 加 並 ロ で で 堅 つ |JSSQ 
で 映 長 所 時 し 和合 策 公 問 く G ロ 公 
人 Q 選 ご つ 上 RINー や NN や 
必 ロ 世 リ テー さく 公 Q 加 史 さ 
史 人 で し っ や で" 

【 舞 剛 如 受諾 天 つ 泳 下さ へ ヽ 欠 選 妹 
粧 】 | 多 G や さい し” く 環 GiJ 
JE の つっ 

【 ふ る KG くっ ユ ト ヽ 態 ※ 撤 】 こ ー 
ぐさ G 如 .Q ロ っ n@ る K” 到 放 せ 宮 
SQG 尿 Ne* く へ 区 | く 球 8G 
公 NN で りや p 尺 G 公 " 

【 く っ トト 公 紀 ね 柚 中 へ 区 選 著 村 】 
る KG く ユ 下 公 中 ロ つ じ っ 応 欄 
せ 「K 隊 艇 G 較 G ト つく 」* 

【R ミ ハ ・ さ トト ト 画 N 氏 選 ※ 
粗 】 こ ー ぐ 皮 図 公 画 隊 つ し っ to 
Fi (で 5 へ に ININ と 4m( に PF こさ ざさ パ い ) 
人 SG 敵 吉 人 ぐさ る 公 ロ 義 申 
半 人 凌ぐ Q で し っ ぃ G* 

【 テ ー ユ さ ふ 緊 G 抄 寺 N 箇 選 ※ 村 】 
ぐさ ト ホロ 6 で 3 R さ \・ さ 中 て 
トト 画 JIIINR ト で G 画 想 
つ お テー させ "上 緊 り 抄 醒 つ 
し っ Q つ っ “ 

歳 っ 世 ヽ 押上 ※ 枝 】 さり つ 
皿 枚 人 し っ ン く 凌 せ "本 っ 臣 史 
呈 ,JnnJlete" 1J で せめ の る 
SIR 緊 で G 公 Cc や つ し で せ 
1JJSN@G 公 で 
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MYSTERIES 








RE 
心 間 まっ 尋 履 。 
は ます ド 
すこ 交配 求 き 画 り 人 
了 : 秋 ] 陸 音 枚 は 
NIC 欠 |8」 公 如 皇 記 地 R 
鞭 8 に 
軒 ? 系 お 欄 : 
* 69 
絹 つ 結球 還 下 証 S 





レム は 衛星 軌 道上 に 静止 


し た まま 動 こ うと し な い 。 ド ー レ 


と する 綾 人 だ が 、 麻 弥 の ビジ 


(/】 
が ラー ゼ フ ォ ン に 新た な 力 を 与え 


脳裏 で は 失わ れ た は ず の 記憶 が 邊 
ョ ン を 見 て 混乱 する 。 綾 人 の 激情 
ドー レム は 粉砕 され る の だ っ た 。 


ろう と し て いた 。 久遠 を 引き 止め 





ム か ら 発せ られ る D 1 アリ ア に 引 
き 寄せ られ られ て いく 久遠 。 そ の 


ERRA は D 1 出現 を 確認 する が 、 


よう 


列 「 長 ご ペ 汰 ……SST 叶 紀 SSs.」 過 








ぶ 列 「 富 AGS…… 人 RC 当る …… 


きつ | 











に 


いう 事実 を 知る 。 一 方 、TERRA 


Ft ヒコ アル 
ト が 行 


こと を 樹 は 隠 
弐 神 

( 

た 
リオ ン の テス 
その と き 綾 


と 、 そ の 娘 は 東京 で 





た が 、 バ パー ベム 財団 の 知る 


ろ と な る 。 そ の ころ 造 は : 


な われ て いた 。 
Pt も リア ピオ づ ん し ペソ ) = レジ 】 | 


か ら 、 独身 だ と 思っ て いた 六 
結婚 し 、 神 名 と いう 姓 に な っ 
分 が ムー リア ン で ある こと を 知っ 
て し まう 、 混 乱す る 中 、 ド ー レ ム 


レレ | の rd9L】 


rd の ) 
と に 
作り J9 


1 が 形成 す 


ゼ フ ォ ン が 出撃 
人 の 正体 を 知っ た エル フィ は 連携 


を 取 ろ うと し な 
る 異 相 空間 に 閉じ 込め られ た 2 機 


は 同士 討 る の 危機 に さら され る 。 


ンス 混 cas 





【 ズ 玉 弁 導入 一 NN 的 避 源 冒 】 = 
っ hHYKIKS 屋 人 @ じ 朋 際 で 
や ズ 語 "や 様 了 hG 騙 枯 じ 6 で 
咽 忌 G ズ 還 肝 尾 只 両 除 や で 8G 
せき ー の oo の 革 で 8 っ yn7 所 人 
NE で 且つ 王 際 GS 財 振 * 
ERNESTSSC1 NN: 9 還 さ 4 
SOSD し っ GS 折半 衣 
SIJNQY 選 谷 。 李 せ 正中 公 神 SO 
りき 居 いつ し っ SS っ? で や 届く 
に さく とく 

【 く ー く さ 起 還 洒 相 N 稀 選 ※ 骸 】 
趣 図 G 親 相 日 ミミ NK て ・N 下 
へ ・ こ ー て "つつ 公 つ 上 国 級 半 ベ 
肖 。 ORG で 3 所 旧 G ホ ーママ 
握 4K (pc 叶 ) 謡 財 名 Q 親 相 
人 倍 で ひ D し っ きっ っ 心 ? 

【 妥 ロ き 記 |JeteG 公 SEN 稀 加 ※ 
畠 】 久 の 源 表 し 英 く ペロ せ く 
で っ い ー や へ G 場 暑 剃 く 
に 0 玉 門 "3S 公 広畑 JJ 敵 べり 監 
1Jitete テ ー ベ さ G ロ ー ト ユ ト 公 
に に 広 さ こぶ FE 拉 PT ベビ 4 
や 事 G 鍋 っ 公 五 し っ" 

【 ぶ ぶ G く nzG 次 Q ロ っ Ne 所 へ 
稀 ご ※ 役 】 ぶ 世 G 回 患 じ く ー く さ 
厨 公 二 じい ン he” く 畑 せめ っ り め て 
ー ぐ 趣 還 じ っ G 人 RS で 

【 ぶ ぶ 環 G 園 柚 く トン 会 (nmeto 区 
ポポ GA ミ H 和 トー て へ 紙上 徹 】 on 
回 鳴 公 や 公 GS6ne 雅 4K 誤 
公 記 |Jet0" くせ で 

【 ル そ ……r で へ 移 如 岬 】 ぶ 類 公 
回 回 @ 嘱 守り けい 衝 多 っ 8 4J363 


【IE ン GS っ で へ 移 妹 枝 】 宮 公 
ぶ 欧 ロ 則 い 玉 IJAJ36? 血 宮 其 箇 し 
で にょ: と で いり コッド イ コッ 記 】 
つ 品 ー ヒ 喘ぐ 据 閉 〇 会 1JGiJ 
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っ J 公 他人 全 や Q つ っ" 

【 愉 トー へ へ 的 さ 娠 処 】 誤 
igESYME:ICyk cin 7 こさ こく 7 
W 束 民 り 回 昭 せ 縮 還 つ し っ きっ 
の 何 季 公 1JG 甘 再 「 問 で お 
紀 ] Katettn い ロ 会 ン 
で や っ 泌 芝 公 本 や で し っ n@G 公 

【K 衣 論 型 N 掴 ご 革 柚 】 い トー// 
ハツ テー さく 公 般 で 険 克 
R 到 区 し SQ 人 SQ ら ーm 革 ロ 

0 玉生 つけ 4606 癌 准 公 。 黄 民 人 





ゴー= ト へ の ズ ュ J 愛 べ 穫 ANSXS43AUー-」 





魏 [AM い 移 y い ウー 








へ ぶ じ 蜜 ^QNGAJESCUONGSs・ NVASSD 三 > の 、S の を 。 貞 由 失 やつ し っ ぃ * 
【m ロ i ト トミ へ ヽ 絶 天 笛 】 骨 っ 
Sa】 


や り JJ し へ し SNQ 辻 べく 公 
映 染 富 穫 epGQ つ っ "1J で せ 
宮 邊 牌 公 四 いじ っ 「 判 蜂 G 騙 
趣 ] 臣 率 heG 公 で 

【 で お つつ せ / 人 Q 名 丸 N 抵 上 ※ 缶 】 
占 く 6 記 っ り 谷 軟 公 箇 N や さい 
玉 会 1J で に し 向 和 公 尽 押 代 6 公 公 
mmRN い N ン NO" 

【 欠 人 臣 も で で 僅 下 へ 欧 さ 娘 】 
INー や NANAJ 必 トー に へ 穴 
遂 世 つむ 識 定 " 表 語 公 抽 に つ ” 拓 
きせ 眺 N9 場 民 還 NSP” 1 で 
識 G お 半 G 公 

【 越 人 ロ 人 Q へ 区 共 和 】 こ ー 
て くさ 屋 G ゅ し 抑 し Q で で で | 外せ 
名 う ぐさ ホ パ さ に 6 ロ っ QA 





舗 絶 党 で … SS848 玉 つべ "mh 





460SS2……」 ポコ ィ 
ー ぐ させ ざ 捉 公 Q 航 押韻 く H 史 ロ 
9 咽 凌 つも ひつ つ レ っ の つう っ" 

1J 


メソ / 


加 き >o 演 け 親 Ne" 

選べ 貞 N 箇 王 薬 和 】 こ ー マ 必 
$ 航 聞 り 区 衣 け べく 環 ケ ー さ さや 衣 
つや の いり つじ っ 8" 親 租 帯 求 誤 
壁 層 つ じ っ 色 。 映 突 品 ビ 
つ お GO 名 中 


FE シソ ル ア や うた 
血筋 の ラン ク が 落ち る と され 、 へ 
泥 人 形 を 生き 長らえ させ よう 

と 、 教 師 に 隠れ て 粘土 を 餌 と し て 
屋敷 の 外 に 出 て 泥 


与え る 一 色 。 泥 人 形 は 次 第 
き 、 触 れる と 湯 ん だ 音色 を 聞か せ 


ー 色 、 樹 
3 人 は 、 パ バー ベ ム 財団 で 特別 な 教 
て くれ る よう に な っ た 。 両親 を 知 


育 を 受け な が ら と も に 暮らし て い 
GE メ -E ミ に エリ ド :4 の rd97 さ ソ 】 
スコ ミレ の | よさ) 1 ほる 91 コ : レ 庄 


。 財 団 は そこ で ドー レム と 麦 者 
日 、 一 色 は 生き た 泥 人 形 を 見 つけ 


幼少 時 代 、 
レナ か ら は 員 笑 され て いた 。 あ る 
ら な い 一 色 は 、 


た 
に | 
だ 
る 。 


ED) 





大 いな る 要 に 導 か れ 、 運 命 の 奏者 ・ 神 名 綾 人 の 目覚 め は 
始ま っ た 。 神秘 の 巨神 ラー ゼ フ ォ ン に 乗り 込み 、 

綾 人 は 絶大 な 力 を 発揮 する 。 

TERRA と MU、2 つ の 対立 の 中 で 、 綾 人 の いる べき 
本 当 の 世界 、 な る べき 真 の 姿 は いま だ 遠く に 見 えな い 。 

奏者 の 本 当 の 使命 と は 何 か ? そし て 世界 を 調律 する 者 、 | ト SS 
レア ん と ス ノル リー ト と 











7777/2/2 1998 
ze: TOKYO JUPITER 
772 166cm 


Wz: 50kg 





際 香 目覚め て 、 続 人 


綾 人 は 東京 が 侵攻 され た 日 に 、 廃 壇 の 中 で 美 
嶋 誰 香 と 出会っ た こと で 、 運命 を 大 きく 変え 
られ て いく 。 地下 神殿 で 、 玲香 の 歌 に こたえ 
る よう に 巨大 な 卵 の 中 か ら 要 が 出現 し た 。 綾 
人 は 倒れ 伏し 、「 ラー…… ゼ フォ ン ……| と 
つぶ や く 。 つい に 目覚 め の と き が 来 た の だ 









久 直行 ミ \』、 オ リン 
| w 』 \ | 
東京 を 脱出 し 、 TERRA の 特務 空母 に 
乗り 込ん だ 綾 人 が 出会っ た の は 、 不 思 
議 な 少女 ・ 如 月 久遠 で あっ た 。 初対面 
な の に 、 ラ イフ ・ モ ジュ ー ル の フロ ン 
ト ホ ッ ク を 閉め る よう せがむ 久遠 。 取 
ず か し さ に 赤面 する 綾 人 を 、 久 遠 は こ 
う 呼 ぶ の だ っ た 。「 オ リン | と …・ 
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44UNKNOWN 





響く 歌声 、 風 に な びく 有 髪 

綾 人 が 世界 か ら 隔 絶 さ れる た びに 現われ 、 

彼 と ラー ゼ フ ォ ン の 目覚 め を 導く 美 少 女 

それ が 、 美 嶋 玲香 だ 。 その 凛と し た 眼差し は 、 

綾 人 を どこ へ 連れ て いこ うと し て いる の だ ろう か が 。 
そし て 、 ど こ か ご この世 を 超越 し た か の よう な 
玲香 の 存在 感 は 、 い っ た い 何 を 意味 し て いる の だ ろう が か が 。 











第 責 締 千 らく アリ 
リージ に に ANー・ 
ア し っ ケル 
しゃ "て ピュ 


SG て に リー | 


ma 前 "大 大 で い 





ら 


微 は 選 ! (た ん で す 、 













al あか た ぶ * 
望め 1 た 会 う 
誠 も いい XY 


還 1 








つぶ や く 神 秘 の こと ば 、 現 世 を 超え た 立ち 居 振 る 舞い 。 
久遠 は 事件 の 中 心 に は 遠く 位置 し て 
加わ ろう と は し な い が 、 実 は いち ば ん 真相 の 近く に 

いる の か も し れ な い 。 機械 の 手助け を 得 て 、 

この 世 と か ろう じ て つ な が っ て いる は か な い 生 命 は 
何 を 生み 出す の か 。 久遠 が 見 つけ 、 抱 いた 黒い 卵 か ら は 、 
いっ た い 何 が 剛 る の で あろ うか 





IKisaragi 


4g UNKNOWN 
gp UNKNOWN 
UNKNOWN 
成 誠 : 160cm 
Ws: 43kg 
gz 84cm 
xx: 58cm 
pp: 88cm 
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| 納 る に し で 人 選 で 





玲香 如 ヵ \ や なか v ci K gele 
る 1 あな た の も の 』 














管 ぐ 鎧 一宮 





に る 忌 ーQS ED 





久 ) 





目覚 め て も いな ふい の に 、 


卵 に いた 3 は いで 





舞 








gzp: 1998 
太 g 167cm 
We 48kg 

7 86cm 
msz: 600cm 


7 68Scm 













サン グラ ス の 尾行 者 、 格 闘 術 の 使い 手 、 

綾 人 を 脱出 させ る 特殊 工作 上 員 、 飲 みか っ ぷり の よい 女性 、 
動物 を か わい が り 、 傷 つき や すく 中 ず か し が り 屋 の 
乙女 …… 進 は あま り に も 多く の 望 を も つ 女 性 で ある 。 
だ が その 多面 性 は 、 も し か する と た っ た 一 本 の 糸 で 
ひと つ に つなが る の か も し れ な い 。 


CT 












呈 EHPOT さる 5 
たつ (の 現実 だ け Y 



















ウン 
キム あー あ 、 な ん 人 な 


+ ラ うわ 』 も ゃ つた 
な みた いね 








知 も ょ っ Y 待 つて て / 


“4 使っ て 





知 君 り Y ん な に 戻 9 た く Y 願 つも 、 
いさ の 私 に い は 
ぇ ん の 手助け \ で さ # な い 
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zzxg: 150cm 
we 40kg 

gz: /8cm 
Wexx: うう cm 
: /9cm 








問 く ペン クン セト うーA 人 ST 
眉 守 穀 NSX 只 < ず 














18 歳 。 ドー レム と の 交戦 中 に 
も 的 確 な 情報 を 収集 する TER 
RA の オペ レー ター。 漢 字 で 


は 「 金 湖 月 」 と 書く 。 幼 いこ ろ 、 


シド ニー 出張 中 だ っ た 両親 を 
MU の ドー レム に 殺さ れ た 過 
去 を も ち 、 同 じ ド ー レ ム が 出 
現し た と き に は 、 つ い 熟 く 感 
情 的 に な っ た 。 八 雲 と 2 人 だ 
け の と き に は 彼 を 「 総 ちゃ ん 」 
と 呼ん で いる 。 恵 の 八雲 へ の 
思い を 知り 、 悩 む 


私 服 
















TERRA 制 服 








22 歳 。TERRA 副 司令 で 階級 
は 少佐 。 留 守 が ちな 功刀 に 代 
わっ て 現場 を 沿 握 する 。 い つ 
も に こ や か な 笑顔 を 絶やさ ず 
人 あたり が よく 、 細 か いと こ 
ろ に 気 が 回 る 側面 も も ち 、 男 
女 と も に 人 望 が ある 。 ど こ か 
物事 に 対し て 深入り せ ず 、 超 
禁 と し た と ころ も も っ て いる 
が 、 芯 に は 信念 を 抱い て いる 
男 。 キ ム と つき あっ て いる こ 
と は まだ 周り に は 秘密 。 
































エル フィ が 呼び 寄せ た 戦友 。 
TERRA に 配属 : っ れ 、 ラ ー ゼ 
フォ ン と と も に 戦う 。 ジ ャ ン 
は 35 歳 、 コ ー ド ネー ム (CN) 
「 マ エス トロ 」 で 大 尉 、 ド ニー 
は 25 歳 、CN「 東風 ( トン ブー) 」 
で 少尉 、 キ ャ シー は 23 歳 、CN 
「 じ ゃ じゃ ホー ス 」 で 少尉 。 お 
互い に 気心 が 知れ た 仲 。 当初 
は 戦闘 機 で 活躍 する が 、 や が 
て 全員 が ヴァ ー ミ リオ ン に 乗 
る よう に な る 


キャ シー・ 民主 ー ェ ウォ ジ ジャ シ ・ 


マク マ ホ ン 



















人 の パト リッ ク ・ 
ぞ 
ト に 


27 歳 。 オー バー ロード 作戦 か 
ら 帰 還 し た 唯一 の パイ ロッ ト 
仲間 に 犠牲 を 強い た 作戦 が 綾 
人 の た め と 知り 最初 は 反感 を 
覚え る が 、 連 合 か ら 転 属し て 
TERRA 航 空 団 c 小 隊 を 組織 
ラー ゼ フ ォ ン を 助け 、 ヴ ァ ー 
ミリ オン に も 乗る よう に な る 
「 ブン ガマ ワー ル 」 (バラ の 花 ) 
と いう コー ド ネ ー ム を も っ て 
いる 。 酒 記 は あま り よ く な い 
遥 と は 気 が 合 う よ う だ 




















TEHRA 制 服 














幾多 の 表情 を 見 せる 悲し き 女 


28 歳 。 樹 の 助手 を 務め る 科学 
者 。 加 月 樹 の こと を 密か に 思 
っ て いる が 、 届 か ぬ 気 持ち を 
自制 で き な い と ころ が ある 。 
また 他人 か ら 見 られ る こと を 
強く 意識 し 、 メ ガ ネ を か ける 
場 を 選ん だ り 、 視 線 が それ る 


と 念 に 表情 を 変え た り も する 。 


急 接近 し て きた 一 色 と 関係 を 
も っ た の は 、 樹 を 思っ て の 行 
動 だ っ た が 、 結 果 的 に さら な 


る 破局 へ 歩み を 進め て し まう 。 


と 1 














ドー レム に 冷た い 心 を 利用 
され た 小夜 子 。 輝 く オ リン 
の 光 の 中 で 彼女 が 泣き な が 
ら 見 た も の は 、 家 族 の 記憶 
だ っ た の だ ろう か …… 





ここ うこ こつ 





メガ ネ の 下 の 目 が 見 せる 暗い 情熱 








29 歳 。TERRA 所 属 の 科学 者 。 


ドー レム が 発する D 1 アリ ア 
を 中 心 と し た 音楽 の 研究 を し 
て いる 。 同時 に ネリ ヤ 神 殿 や 
オー パー ツ 、 ラ ー ゼ フォ ン の 
分 析 も 担当 し て いる 。 造 と は 
大 学 の 同期 で 、 つ き あ っ て い 
た 。 一 色 や ヘレ ナ と は 幼少 時 
代 に 、 と も に 過ごし た 仲 。 表 
向き 8 明るく ふる まっ て いる が 、 
綾 人 に は 複雑 な 感情 を 抱い て 
いる よう だ 。 





代 少 年 時 代 
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29 歳 。 エ ルン スト ・ フ ォ ン ・ バ 
ー ベ ム の 沖 。 バー ベム の 島 で 
叔父 と いっ し ょ に 暮らし て い 
た が 、 久 遠 の 覚醒 を きっ か け 
に 調査 団 と ニラ イカ ナイ を 訪 
れる 。 同時 に ヴァ ー ミ リオ ン 
を TERRA に 搬入 し た 。 バ ー 
ベム 卿 の 近く に は 幼い ヘレ ナ 
の よう な 影 が いて 、 そ の 正体 
は 謎 に 包ま れ て いる 。 一 色 、 
樹 と は 幼い ころ に 同じ 場所 で 
同じ 教育 を 受け て 育っ た 



















29 歳 。 地 球 連合 か ら 送 り 込 ま 
れ た 監察 官 。 TERRA の 協力 
者 を 名 乗っ て ニラ イカ ナイ に 
来 た が 、 人 を 見 下 し た よう な 
含み を も っ た 言動 を 繰り 返す 
樹 を 思う 七 森 を 情報 提供 者 と 
し て 利用 する 冷血 な と ころ を 
も つ 男 。 経 歴 の 子 細 も 不詳 で 、 
幼い ころ は 如月 樹 、 ヘ レナ と 
バー ベム の 屋敷 で 暮らし て い 
た よう だ 。 そ の 目的 は な ん だ 
っ た の だ ろう か …… 




















私 服 TERRA 制 服 
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記 
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60 歳 。 TERRA 長 官 で 最高 靖国 43 歳 。 TERRA 戦 略 作戦 司令 
責任 者 。 組 織 運 用 は 功刀 に 任 官 。 本 部 の 指揮 を 執り 、 対 M 
せ て お り 、 よ り 大 所 か ら の 判 U 作 戦 を 遂行 する 。 外 見 は 怖 
断 を 行なう 。 関 係 各所 と の 折 そう に 見 える が 、 部 下 の 人 望 
衝 、 交 渉 の た め に 常に 世界 中 が 厚い 軍人 で ある 。 綾 人 に 対 
を 飛び 回 っ て いる 。 い か つい し て 挑発 的 な 言動 を と る も の 
外見 に 似合わ ず 、 ひ ょ うき ん の 、 裏 に は 深い 人 間 洞察 が あ 
な と ころ が あり 、 ラ ー ゼ フォ ・ る 。 彼 の 畔 い の 原 動力 と な っ 
ン と o 小 位 の 編 氷 を 思わ ず 、 と て いる も の は 家族 と 同朋 へ の 
「 イ カ す ……」 と 表現 し た 。 綾 購 罪 の 心 で 、 そ れ は どう や ら 
人 に 対し て は 特別 に 思う と こ 第 一 次 MU 大 戦 の 彼 の 行動 に 
ろ が ある らし い が …… ト 大 き な 関わ り が ある よう だ 。 




















TERRA 制 服 
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62 歳 。 根来 島 に 居 を 構え 、 紫 
東 姉妹 を 寄宿 させ て いる 叔父 
恵 に 対し て 「 自 分 が され た ら 
嫌 な こと を 人 に する な 」 と し 
つけ て お り 、 こ と ば 少な いな 
か で 、 節 度 と 常識 を 見 せる 大 
人 。 考 古 学 の 博士 号 を も ち 、 
か つて 「 時 の 弓 ] と 呼ば れる 
場所 で 双子 の 姉妹 を 見 つけ た 
こと か ら 、 彼 の 運命 は 大 きく 
変わ っ て いっ た ……。 理 理 や 
功刀 と も 旧知 の 仲 で ある 。 


私 服 



















年 齢 不詳 。 バー ベム 財団 の 総 
帥 。 TERRA に 対し て 資金 面 
と 技術 面 の 双方 か ら 支 援 を 行 
な っ て いる 。 財 団 の 前 身 ナ ー 
カル 商会 は 1576 年 設立 だ が 、 
エル ンス ト は その と き の 当 主 
と 名 前 も 容貌 も 同じ で ある 

ヘレ ナ を 筆頭 と する 子供 た ち 
を 何人 も 屋敷 で 育て た 。 ま た 、 
黒い 卵 を 財団 が 管理 する 島 の 
中 に 隠し て お り 、 謎 の 鍵 を 所 
る 中 心 人 物 の ひと り で ある 


| 馬 







































九 失 は MU 東 京 総督 府 の 防衛 
指揮 官 で 階級 は 一 佐 。 三輪 は 


同じ く 防衛 士官 で 階級 は 一 尉 。 


神 名 麻弥 の 意 を 受け て 、 首 都 
の 防衛 軍 指 揮 や ドー レム の 発 
進 の 指示 を 出す 。 2 人 と も M 
U 出 現 以前 は 国防 部 所 属 の 軍 
人 で あり 、 そ の まま 接収 され 
て 首都 防衛 の 任 に 就 いた 。 綾 
人 を 拉致 し よう と し た 公安 と 
同じ く 亜 ム ー リ アン 化 さ れ て 
いる と 思わ れる 。 





年 齢 不詳 。 研 究 所 に 勤務 し な 
が ら 女 手 ひ と つ で 神 名 綾 人 を 
育て て きた 母親 。 実 は MU 東 
京 総督 府 の 中 央 指令 室 に お い 
て 九鬼 や 三輪 に 指示 を 出す ム 
ー リ アン の リー ダー で 、 空 中 浮 
揚 な どの 超常 の 力も も っ て い 
る 。 連合 に 奪取 され る 前 に 綾 
人 を 覚醒 させ て 、 ラ ー ゼ フォ 
ン に 乗せ よう と し て いた 。 血 
が 青い こと を 綾 人 に 知ら れ た 
後 も 、 接 触 を も と うと 試み る 





ョ ピルロ ジン 








私 服 
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36 歳 。 天 戸 通信 の 新聞 記者 
TERRA か ら 独 占 取材 の 許可 


を 受け て ニラ イカ ナイ に 入り 、 


独自 の 調査 を 行なう 。 情 報 収 
集 と 整理 能力 に 優れ て お り 、 
事実 関係 だ け で は な く 動 機 な 
ど 心 情 的 な 部 分 に まで 踏み 込 
み 、 さ ま ざ ま な 謎 を 結び つけ 
て は 、 キ ー パ ー ソ ン に 核心 を 
つい た 質問 を し て 回 っ て いる 
彼 は な ん の た め に 行動 し て い 
る の だ ろう か , 








綾 人 の 通う 高校 の 同級 生 で 、 
と も に 17 歳 。 浩 子 は 守 と つき 
あい 、 守 の 軽口 に ツッコ ミ を 
入れ る な ど 親 密 さ を 見 せる 一 
方 、 綾 人 に も た ま に 温か い 視 
線 を 送っ た り し て 、 水 面 下 で 
は 微妙 な 関係 に ある よう だ 

2 人 は 綾 人 と と も に 模試 に 向 
か う 途 中 で 地球 連合 の オー バ 
ー ロ ー ド 作戦 に 遭遇 、 浩 子 が 
ケガ を し た と きか ら 運 命 は 大 
きく 動 こ うと し て いた …… 






















































































































































































































額 両 脇 に ある 羽根 
は 開閉 自在 。 奏 者 
で ある 綾 人 が ラー 
ゼ フ ォ ン に 搭乗 し 
て いな い 状 態 で は 
羽根 が 顔面 を 覆っ 
て いる 。 ラ ー ゼ フ 
ォ ン 単体 で の 自律 
行動 中 も 、 こ の 状 
態 を 維持 し て いる 


手のひら の 中 心 に は クリ ス 
タル 状 の 突起 物 が あり 、 光 
弾 を 射 由 する こと が で きる 
手の甲 か ら は 光 の 剣 を 発生 
させ ドー レム を 切り 裂く 

装甲 を は ず す と 有機 的 な 欄 
相 の 内 部 が 姿 を 見 せる 


四肢 を 有 し た 人 型 の ラ 
ユゼフ ォ ン 。 オ プシ ョ 
ン や 兵器 然 と し た 装備 
は な く ヾ 神像 の よう で 
ある 。 綾 人 の 覚 本 に 従 
い 、 光 、 量子 波動 ( 歌 
な どの 超常 的 な 力 を 発 
揮 し て いく 













装甲 を 外し 、 肩 部 を 填 
出さ せ た 状 態 。2027 
年 の 技術 で も 考え られ 
な いよ うな 素材 や 構造 
で ラー ゼ フ ォ ン が 構成 
され て いる こと が 改め 
て わか る 。 口 は 開く こ 
と も で きる 


ラー ゼ フ ォ ン に スレ ン 
ダー な 印象 を 与え て い 
る 脚 部 。 つ ま 先 は 両側 
か ら 挟 み 込む よう に 閉 
じ る こと が で きる 。 脚 
部 の 装甲 は 、 膝 の 屈伸 
な どの 動き に 千 渉 し な 
いよ うに スラ イド する 


幻視 の 天幕 
ハニ カム 状 の スク リー ン が 集合 
し て 奏者 に 視界 情報 を 伝え る 

奏者 の 視線 と 同調 し て 動く 





額 の 羽根 の ほか に 後頭 部 と 
肩 錯 生 の あたり に も それ ぞ 
れ 二 対 の 突起 物 が ある 。 大 
腹 部 の クリ スタ ル 状 の 物体 
は 各部 に も 存在 じ 、 発 光 す 
る 。 飛 行 能 力 を 有 し て いる 
が 、 そ れ ら し き オ プシ ョ ン 
装備 は 確認 で き な い 
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ラー ゼ フ ォ ン は 単体 で も 動く 
こと が ある 。 自己 防衛 で 攻撃 
を し た り 、 奏 者 で ある 綾 人 を 
求め て 行動 し た り 、 ま る で ラ 
ー ゼ フォ ン 自 身 に も 意志 が あ 
る か の よう だ 。 し か し 、 綾 人 
と 同調 し な けれ ば 本 来 の 力 は 
発揮 で き な い よう で 、 上 顔 も 羽 
根 で 隠さ れ た まま に な る 





ラー ゼ フ ォ ン が ラー の 間 に 
て 覚醒 の 時 まで 入っ て いた 、 
卵 に 似 た 物体 。 ラ ー の 間 の 
中 央 に 次 元 が あり 、 ラ ー 
の 間 の ある 世 音 神殿 は 東京 
湾 基 地 、TOKYO JUPITER 
の 中 心 に 位置 する 。 ま た 、 

卵 に は 綾 人 の 腹部 に あっ た 
の と 同じ よう な 印 が ある 
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KM 

ヅ ロ ババ ミン 
2 つ 存 在 し 、 正 式 名 称 は 「 ビ ラミ 

ド ・ コ ア 」。 も と も と 2 つと も ネ 
リヤ 神殿 内 に あっ た が 、 ひ と つ を 
TERRA 司 令 セン ター 内 に 移送 し 
た 。 も う ひ と つ は その まま 神殿 内 
の 結界 に 浮か ん で いる 。 綾 人 は 2 
の 間 を 空間 移動 し て ラー ゼ フ ォ 
ン に 搭乗 、 発 進 する 


ーW 















第 8 楽章 、 ス フォ ルツ ァ ン ド 戦 で は 、 冷 凍 攻撃 に 対し 
強烈 な 光 を 発し て 反撃 に 転ずる 。 手の甲 か ら は 光 の 剣 
ンー へ を 出し て 、 ス フォ ルツ ァ ン ド を 撃破 。 す べ て の 氷 を 溶 
(②) か す 光 を 発し た その 姿 は 、 ま る で 太陽 の よう で も あ 
ン た 。 綾 人 の 情熱 が 新た な 覚醒 を 導い た 


ぐ た め 光 の 盾 を 出現 させ 、 
フォ ルツ ァ ン ド の D1 ア リ 
ア を 相 殺 する た め み ず か 
ら も アリ ア を 発生 させ た 
さら に は 手のひら か ら 光 
弾 を 射出 、 敵 を 撃破 する 


第 13 楽 章 で 、 衛 星 軌道 
上 で ドー レム が D1 ア リア 
を 発生 させ 、 久 遠 を 誘 お 
うと する 。 そ れ に 対し ラ 
ー ゼ フォ ン は 手 か ら 光 の 
弦 を 発生 させ 、 弓 の よう 
に 引き 絞り ドー レム め が 
け て 放っ た 。 そ れ と 同時 
に 光 の 矢 が 出現 、 矢 は 衛 
星 軌 道上 の ドー レム を 一 
瞬 の うち に 粉砕 し た 




















美しく も 恐 ろ し い ア リア を 歌い 、 特 殊 能力 を も つ 敵 、 ド ー レ ム 。 彼ら に 対抗 で きる の は ラー セ ゼ フ ォ ン だ け だ 。 





楽章 、 ラ ー ゼ フォ | 


弦楽 器 の よう な 体 
駆 を し て いる 。 触 
手 を 伸ばし て 潜水 
艦 を 絡め 取り 、 金 
属 を 浸食 し て 攻撃 
し た 。 ラ ー ゼ フォ 


ン に より 撃破 され 、 


残 赤 は 地球 連合 が 
も ち 帰 っ た 
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Vp 
































ミ | ろ レ く 年 隊 どれ 保 だ 備 己 | ずら | 顔 る 紋 は 京 O は が 
り ベ ラム 前 の に 第 母 る 用 * や 合せ いれ ク の を っ k ニ を 旧 半 
オム | に が 軍 壊 一 は の 数 ほ 修 復 フ 第 る 一 よ 形 も p 基 YplU 犬 球 
ン 財 せ 対 立 減 次 尽 か ` か 理 し オォ 2 "M う 状 つ 1 地 O 1 レ が な か 
だ 団 フ 抗 た 力 的 M き ` ど に を て ン : U な は 和歌 ア か , 一 ム 送 
け よ オォ で な を 打 り な ム の も 行い に の 部 さ の リ ら り と で り あら 
で リン きか も 撃 大 い | よ 未 な た 破 で 的 刻 位 ま よ ア 飛 U 呼 あ 込 
あ 提 る っ っ を 戦 “ リ う 解 う こ 壊 フ な 印 と さ う 一 来 P 条 る ん 了 唄 飛 
る 供 そ の た て 与 で ア に の 呈 全 用 才 科 第 導 い 来 
0 き IP は 。 し え は ン し の と か れ ル 分 が 玉 だ も い 0 
ZOS と て 部 は ら た テ は 共 の が の う 王 E て E る 人 人 す 
た 先 ま れ も 2 の 生 分 な 頭 シ 確 通 よ 早来 ひい BR 間 
うと の 5 ら ま 0 中 関 み も い 特 部 モモ 認 し う 入 聞 和 有 直 内 る R る 
ァ ろ と ド っ 2 の 係 出 ま に を が で て を な 間 こ の 前 の "A 問 
1「 パ ここ | た 7 還 な さく う 整 目 ラ き 見 て の え 音 に 東 T で 琴 
ーー、 ゃ 全高 556m。 オー バ 
リン ー ロ ー ド 作 笠 時 に 、 ムー リ イ 了 イシン 
ポレ テン モ BPY リア 了 
進 し た 2 体 目 の ド N ドー レム 出撃 に 際 し て MU 東 京 総 叔 府中 央 指 
ー レ ム 。 音叉 の よ 。 令 室 な ど に 現われ る 謎 の 存在 。 ド ー レ ム と 対 
うな 形状 を も ち 、 本 に な っ て いる よう で 、 ド ー レ ム が 破壊 され る 


口 の 部 分 か ら 高 周  ( 寺 / と みず か ら も 潮 減 し て し まう 。 人 に 取り 大 き 
波 を 発し 、 通 常 の 操る こと も ある が 、 実体 が ある の か は 不明 







史 し た 綾 人 に より 
撃破 され る 





全高 58m。 首 都 防衛 の 任 に 就く 、 巨 
大 な 羽根 が 特徴 の ドー レム 。 オ ー バ ー 
ロー ド 作 戦 で は 、 頭 員 郭 から 怪 光 を 放 
っ て 地球 連合 軍 の 戦闘 を な ん な く 撃 


墜 し て いた 。 シ ー ル ド を 張り 、 攻 撃 を 
防御 する こと も 可能 で ある 
= \ 」 















M』 






リタ レダ ンド 


全高 120m。 第 6 楽章 で -。 
函館 市 と 松山 市 に 現われ | 
た 。 異 相 空間 を つく り 出 | 
し 、 地 面 を 沈下 、 消 減 
させ る 。14 年 前 に も キム ) 

の 両親 ご と 8 都市 と 600 D2」 と 呼称 され 
万 の 人 々 を 消 減 さ せ た て いる 。 上 部 の 生還 の ス 
真理 の 目 を 開い た ラー ゼ リッ ト か ら ビ ピー ム を 発射 
フォ ン に より 粉 味 さ れる し て 相手 を 攻撃 する 









































ー 
フッ レ ケ ッ ト 

全高 100m。 第 10 楽 章 で 太平 洋 
上 に 出現 し た ドー レム 。 上 部 中 
央 の スリ ッ ト よ り 兆 線 を 発射 し 
て 攻撃 する 。 新 し い 力 に 覚 村 し 
て いく ラー ゼ フ ォ ン と エル フィ 
た ち c 小 譜 の 連係 攻撃 に より 、 
な ん な く 撃 破 さ れる 


ーー 


ww や マ 
7 ポレ ツァ テン ド 
長 約 4700m。 無数 の ドー テム を 発 
させ 攻撃 する 、 空 中 要 誠 の よう な 超 
大 ドー レム 。 第 7 楽章 に て プラ ズ マ 
発生 させ ラー ゼ フ ォ ン を 追い 込む 。 
ほ ま の ひら か ら 射出 され た ビー ム に より 
ほ さ れる が 本 体 は 無事 で あっ た 





全高 120m。 第 12 楽 章 で 、 ニ ライ カナ 
イ と カル ン ・ ム ティ アナ 島 の 間 に 出 現 。 
キノ コ 状 の 形態 を 展開 する と 、 中 か ら 
も う 1 体 の ドー レム が 出現 する 。 分離 
し て ラー ゼ フ ォ ン を 取り 込 も うと し た 
が 失敗 、 綾 人 に 撃破 され た 















ww や に > 
大 カ ルリ ルレ ファ ンド 
約 290m。 フ ォ ル ツァ ンド の 結晶 に 取 
り 寅 か れ た 七 森 小 夜 子 が 同化 し た ドー 
レム 。 巨 大 な 水樹 の よう で 、 ニ ライ カ 
ナイ に 異常 寒波 を 起こ し 、 ラ ー ゼ フォ 
ン へ 冷凍 攻撃 を 仕掛 けた 。 ラ ー ゼ フォ 
ン の 光 の 侯 に より 撃破 され る 


































第 13 楽 章 で 、 衛 星 軌 道 
上 に 出現 し た 。 綾 人 と 久 
遠 に し か 聞こ えな い D 1 
アリ ア を 発生 させ 、 久 遠 
の 意識 を 取り 込 も うと し 
た 。 ラ ー ゼ フォ ン は 光 の 
弦 を つく り 出 し 引き 絞り 、 
矢 を 放つ と 、 一 瞬 の うち 
に これ を 粉々 に し た 






全高 115m (リン グ 含 まず ) 
第 11 楽 章 で 鹿児島 の 坊 ヶ 崎 付 
近 に 出現 、 ラ ー ゼ フォ ン を 位 全長 49m。 第 14 楽 章 で 九州 
相 空 間 に 飲み 込ん だ 。 ラ ー ゼ に 出現 し た ドー レム 。 顔 が 2 
フォ ン の 品 に ドー レム 結石 を つ あ り 、 分 離し て それ ぞ れ 攻 
送り 込み 、 綾 人 の 精神 を 操 ろ 撃 し た り 、 合 わせ 鏡 の よう な 
うと する が 失敗 。 覚醒 し た ラ 異 空間 を つく り 敵 を 取り 込む 
ー ゼ フォ ン に より 机 破 され る こと も で きる 。 最後 は 、 エ ル 

フィ の 乗る ヴァ オン の 

バウ スガ ザル に より 消滅 する 















メド アーム 


全 庄 37m。 第 19 楽 意 で 洋 穫 






市 に 出現 し た 、 ヴ ィ ヴ ラー ト 
は 朝比奈 浩子 に 全高 90m。 第 18 楽 章 で 、 自 律 行動 を 
\* た 。 足 は な く 代わ と る ラー ゼ フ ォ ン を 止め る た め に 出現 
突起 物 が ある 。 ラ ー し た 。 こ の と き ア レグ レッ ト と ファ ル 


セッ ト が ラー ゼ フ ォ ン に 同時 攻撃 を 仕 
掛け る も 失敗 。 フ ァ ル セッ ト は 頭 部 に 
光 弾 の 直撃 を 受け 消滅 し た 


ゼ フ ォ ン に 店 評 を 使っ た 肉弾 
で 築 む が 贅 退 。 浩 子 も ムー 
アン と と も に 死亡 し た 














虹 人 レ し IGG 央 し ぃ 

団 り くけ 攻 主 定 で 
まま セリ tr 
G を 計 」 を @ き に 
人 き 吾 攻守 ふ 四 養 浅 せ へ 
も は 装 衝 
人 3 す で 評 量 身上 $ き 











いつ の 日 か MU か ら 2300 万 の 人 々 を 救う べく 活動 を 続け る 研究 機関 。 導 人 と ラー ゼ フ ォ ン を 迎え 入れ る が … 


こ 突如 浮 
上 し 、MU 出 現 と 大 


これ は 神殿 が M 
き な 関 係 が ある と 推 


只 TERRA 研 究 施設 


ネリ ヤ 神 殿 の 研究 解 
析 が 急務 と な っ て い 
る 

測 さ れる た め だ 。 だ 
が 未 解明 な 点 も 多い 


U 貞 来 直後 


区 比 靖 壮 操 9 つじ 


前 Qp 盤 こ DONO 編 5<woW く や 届 層 幼 


移 | ぶつ 謝 江 ′ 三 つ け ふ ネ 
ー 光 中 玉 蜂 岡 公男 作 還 G 四 中 
9 製 jm レン い ンー ゴゴ に 応 翌 矢 財 4m 香 
に G 票 比 ” 「= コ 肝 表 G 臣 国 似 中 
「 表 = コ 環 手 G 限 包 亜 光 ] 「 表 和 
つ 謝 暫 閉 中 | 「 ミコ 堅 吾 玉 郊 J 
ドー ミー%G 中 雲 り 環 陸 ] 「 ミ = つ 


6 臣民 豆 朗 似 衣 村 | 公 出 甘 じ ぬ で" 


軸 剛 JJ 麻 刑 品 朗 人 RCG 吉 回 


控 民 揚 N 鉛 岡 杉 紀 朋 ひめ っ ie 


製 答 中 ミ つ 肝 淫 叫 親 雷 岡 
し SN 上 尾 べ 公 束 綴 TSt の " 


ジ 。 オ ー バ ー ロ ー ド 作戦 に 参加 し た が 


第 4 楽章 で ドー レム の 攻撃 で 大 破 する 


全長 465m。 2 隻 の 空母 を 
形 を し た 電 成 カタ パル ト を 装備 する 
右 釈 上 方 に 突き だ し て いる の が ブリ ッ 


ヒロ エエ マ や トー や い ド へ 人 居 


表 ーー ユ さく 挿 W 机 t 代 し っ ン " で 
せ 拓 テコ 環 握 上 芝 宣 光 - り 過 庫 *y 
臣 芝 DIFS っ " テコ 表 虹 G 紅 記 半 
下 信 レス ン 選 人 S し SN6” 」JG 遍 
8 ヒ エエ マロ SN 層 豆 A つ 
し 2 っ い @ く ー ぐ 起因 G 爆 世 公 KO 
マ 宮 中 つじ っ nereQ387_ NG で 8 多 
ヒ 山 と エマ む 理 銘 桂 4nG 誕 に し 維 
ささ で SQ 晶 mG 記 YOxoAJNet6 い ロロ 
で" 枝 4 ロ KK 頑 し じゃ に WTG 思 し 叶 
Np じ 0 し っ ぃ G* 


1J6% 〇 ロミ つり 表 時 pe 維 R" 


票 朋 め むい つじ | 所 下 し せ 8 っ " 








全長 35m。 漢 字 で は 「 毒 蛇 珠 ] と 
書く 。 操 給 席 の 奥 に 作 科 立案 室 が あ 


り 、 第 6 楽章 で 八雲 総 一 が 前 線 で 指 全長 28m。 地 球 連合 軍 航 空 部 隊 の An 
揮 を 哉 る た め に 使用 し た 。 エ ンジ ン ti-D 戦 闘 機 。 高速 ミ サイ ル を 装備 し て 
ポッ ド が 回 転 し 垂直 離着陸 を 行なう いる 。「 シ ン セ イ 」 は 俗称 で 正式 に は 






「 チ ェ ン シン 」 と 読む 。 高 い 運動 性 を 
誇る が 、 対 ドー レム 戦 に お いて は 有 用 

効 な 装備 が な く 、 ラ ー ゼ フォ ン 蜂 

の 支援 に まわ る こと が 多い 8 







漢字 だ と 「 天 藍 |。 各 地 を 飛び 回 る こと の 多 
い 功 刀 司 令 官 専用 の ジェ ッ ト 機 。 可動 する エ 
ンジ ン ポ ッ ド は 、 上 向き 時 に 排気 を 主 糞 下 に 
吹き 込む た めで 、VTOL で は な い 










[ドニ ー 機 :+* シ ー 機 ] [プー スタ ー 付 くさ] 


TERRA 本 部 を 守備 する 対 ドー レム 無 
人 機 。 ほ ほ 垂直 に 射出 され た 後 、 急 束 
に 方 向 転換 を 行なう な ど 、 5…10G の 
加重 が か か る 運動 が 可能 。 人 間 で は 耐 
えら れ な いよ うな 特殊 な 飛行 機能 
を 有する 。 機 首 に 75m 速 身 
砲 と ロケ ッ ト 弾 を 装備 
















TERRA 所 属 の 潜水 艦 。 第 4 楽 
章 で ! 章 戒 中 、 水 中 か ら 侵 攻 中 の 
ドー レム ・ グ ラー べ を 発見 、 侵 
攻 を 阻止 し よう と する が 、 触 手 
に より 空中 に 抱え 上 げ ら れ な が 
ら 船 体 を 侵食 され 爆発 し た 






















紫 東 衣 が オー バー ロー ド 作 
載 で TOKYO JUPITER へ 
進入 する の に 使用 し た 垂直 
苑 着 陸 機 。 絶対 障 藤 突 破 シ 
ステ ム TDDU が 装備 可能 

一 時 首都 防衛 還 に 捕 工 され 
た が 、 東 京 脱出 時 に 等 取 


全長 240m。 正式 名 称 は 「 プ ロ セ ルビ ピナ 級 ミ 
サイ ル 巡 洋 艇 テ ィ パ ス 1 - ルフ ラン ベル ク ] 
無数 の ミサ イル ベイ を 有 し た 攻撃 力 の 高い 巡 
洋 和 。 オー バー ロー ド 作 戦 に も 参加 し た 


全長 240m。 正 式 名 全長 25m 。 地 球 連 
称 は 「 プ ロ セ ルビ ピナ % メ 合 軍 航 空 部 隊 の 主力 
級 レー ザー 巡洋艦 テ 戦闘 機 。 高 束 ミ サイ 
ィ バ ス 2 -V ゲ ビエ テ ル を 装備 する 。TD 
ィ ー ガ ー」。 多 数 の DU も 装備 可能 で 、 
レー ザー で 武装 し た オー バー ロー ド 作 香 
艦隊 防衛 の 要 で ある に も 参加 、c 小 隊 で 
高 出力 の 発電 器 を 内 は ジャ ン の み が 使 用 
し て いる 


蔵 し て いる 





71 













LEG 


の 4 ッ ト と し て は ラー ゼ フ ォ 

似 て いる 。 同じ くつ 
生じ た り 開 いた り で きる 
足 の 裏 は 、 開 く と バー ニア が 存 
在 す る 。 フ ル バ ー ニ ア 時 に は 噴 
出口 を 閉じ て いた フィ ン が 開く 


HAND 


バウ スガ ザル な ど 携 行 武器 を 取 
り 扱 うた め の マ ニ ピ ュ レ ー タ ー. 
手の甲 に 「VERMILION TER 
RA」 の 文字 が 見 える 。 機械 的 
で 、 生 物 的 な ラー ゼ フ ォ ン の そ 
れ と は 印象 が 異な る 


HEAD 


人 の 顔 の よう な 印象 だ が 、 目 に 
見 える 部 分 は エア ・ イ ン テ ー ク 
だ 。 上 下 に 開く と ロー ター が 目 
玉 の よう に 現われ る 。 頭 部 上 の 
突起 は アン テ ナ 。 マス ク で 覆 わ 
れ て いる が 、 中 の 構造 は 不明 





コク ピッ ト は 展 星 に 類似 し て い 
る 操作 機器 を 有する 。 背部 に 位 
置 し 、 脱 出 時 に は コク ピッ ト ご 
と 射出 され 、 後 に パラ シュ ー ト 
が 開く 。 また 、 腕 に 装着 する サ 
ブ コ ント ロー ラー で 操作 で きる 










ヴァ ー ミ リオ ン の 携行 火器 
「 バ パウ スガ ザル 」。 上 部 の 丸 
い 穴 は レー ル ガ ン の 発射 
で 還 革 が 可能 。 ま た 、 光 弾 
の 発射 時 に は 前 部 が 上 下 に 
展 呈 し 、 エ ネル ギー を 充填 
し て 射出 する 





ラー ゼ フ ォ ン に 酷似 し た シル エッ ト を も つ 人 型 の 新兵 器 。 
第 13 楽 章 の ラス ト で 、 ヘ レナ ・ バ パー ベム が 付き 添っ て T 
ERRA へ と 搬入 され た コン テ ナ の 中 身 で ある 。 c 小 痛 に 
配備 され 、 ま ず エ ルフ ィ が この 機体 乗り こなす よう に 
な る 。 や が て 量産 化 予定 ああ る と いう 。 手 に し た 火力 は 
すさ まじ く 、 バ ウス ガザ ル の 癒 撃 1 発 で 岩礁 が ひと つ 消 
し 飛ぶ ほど で ある 。 さ ら に 自力 で TOKYO JUPITER の 
絶対 障壁 を も 突破 で きる 性 能 を も つ 。 綾 人 し か 操縦 で き 
な い ラ ー ゼ フォ ン と 違い 、 展 星 に 類似 し た 操縦 席 で 訓練 
さえ 積め ば 運用 可能 な 軍事 兵器 の 側面 や も も つ 。 ヴ ァ ー ミ 4 
リオ ン は 、 究極 の 対 MU 兵 器 と 呼べ る 新 戦力 だ 。 だ が 機 
体 に まつ わる 謎 や これ を 歓迎 し な い 人 物 も 多い ( 


全高 48m。 赤 く 
塗装 され 、 機 体 は 
ラー ゼ フ ォ ン に 似 
で いる = 全身 を 軟 
貿 外装 で 種 わ れ て 
いる 。 内 装 と 外装 
の 間 に ゼ リー 状 の 
気 補 調 整 用 液体 が 
入っ て いる 。TER 
RA の 新しい 江 力 






背中 中 央 部 分 が コ 
ク ピ ッ ト 。 腰 に 装 
着 さ れ た スプ スタ 
一 は メン テ ナ ン ス 
アー ム と の 接合 部 
で も あり 、 TOKY 
O JUPITER の 総 
対 障 壁 を 突破 する 
TDDU シ ステ ム も 
内 蔵 さ れ て いる 


















ヴァ ー ミ リオ ン は 蘭 役 は 腰 の スラ スタ ー 部 分 
を メン テ ナ ン ス アー ム に 接続 尿 持 さ れ た 状態 
| で 収容 され て いる 。 ま た 発進 時 に は この 状態 
か ら 直 接 、 高 空 に 向かっ て 射出 され る 
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専用 の スー ツ で これ は 
エル フィ の も の 。 綾 人 
の FH ス ー ツ に も 似 て い 
る 。 フ ー ド と 一 体 と な 
っ た ヘッ ド ギ ア を 着け 
る 。 左肩 部 に TERRA 
マー ク の 入っ た ワッ ペ 
ン を あし ら っ て いる 





で ぃ @ 
ハ 
5 
1 き 
下 R 
SS 
る 過 
4Q 瑞 
瞳 - 索 
K 禄 
〒 媒 
] 
め 半 
ドコ 
で 
NP 


TERMS 


翌 
和 
ば 
1J 
1J 
9 
馬 
医 
記 
に 1 
4 
蛋 
上 
1 
唱 
| ゴ 
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出渕 洒 監 督 の 熟 烈 な 要請 に 橋本 一 子 が こと た えた! 
ドラ マ を より 径 調 に 演出 する サウ ンド トラ ッ ク を 
作曲 家 ・ 橋 本 一 子 本 人 の と と ば で 紹 合 し よう ! 















memlbers only 


TERRA の 活動 を 描写 する シー ン の た め に つく っ 
た 曲 。 編成 は ドラ ム 、 ウ ッ ド ベース 、 ギ ター、 フ 
ルー ト 、 オ ル ガ ン で 、 オ ル ガ ン は 橋本 一 子 が 担当 
「 出 測 監 骸 は 「 謎 の 円 盤 UFO]」 の SHADO の テー 
マ と か 言っ て た けど わか ら な く て ( 笑 ) 。 TERRA 
の カッ コ よ さ を 表 わす 曲 と し て 、 そ れ を 私 の 音楽 
で 表現 を する と こう いう 曲 に な っ た と いう こと で 、 
意 議 的 に ジャ ズ を 選ん だ わけ で は あり ませ ん 」 






















第 1 楽章 「 虚 邪 回 路 ]」 の た め に つく られ た 曲 。 綾 
人 が 舟 い こん だ 狂っ た 世界 が 音楽 で 表現 され て い 
く 。「 は っ きり と “壊れ た ジャ ズ 、 と いう 指定 が 
あり まし た 。 壊れ た ジャ ズ と いっ て も 、 静 か に 類 
れ て いく も の と 激しく 壊す も の の 2 種類 が ある ん 
で す が 、 こ れ は 後者 で す 。 ス コア (楽譜 ) は な く て 、 
ミュ ー ジ シャ ン に 曲 の 意図 を 伝え て 、 私 の ピアノ 
が 指揮 者 の よう な 感じ に な っ て 演奏 し て いま す ] 











軸 misty midnight 

サス ペン ス が 高まっ て いく 状態 を 表現 する 4 ビー 
ト の 曲 で 、 本 編 に も よく 使わ れ て いる 。 橋 本 一 了 チ 
本 人 の ビア ノ の 音 が 心 を さわ つか せる 効果 を も っ 
て 響い て くる 。「 こ の くら い の テ ン ポ の 曲 で 、 と 
いう 指定 が あっ た くら いで すね 。 こ れ も 講 面 が あ 
る わけ で は な く て 、 ピ アノ を 弾き は じ め た ら うま 
く は まっ て 気持 ちよ く で きた と いう 感じ で す 。 こ 
うい う 曲 で あま り 練 習 し た り は し な いも の で す 」 
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橋本 一 志 
神戸 市 生ま れ 。。 直 蔵 野 音 楽 
大 学 在 学 時 より 音楽 活動 を 
始め る 。 YMO へ の ゲス ト 
参加 を は じ め 、 山 下 洋 轄 、 
清和 津 美 な ど 多彩 な アー /。 
チ ス ト と 共演 。 欧米 で の 演 
奏 も 高い 評価 を 得 て い る 。 
*81 年 か ら "01 年 まで 16 枚 の 、 
アル バム を 発表 。 手塚 四 臣 
作 品 「 白 痴 ] で は 音楽 監 
暫 と し て 参加 。 ま た 、 映 画 
出演 、 小 説 鈴 筆 な ど 音楽 以 
外 で の ショ < 請 罰 MG 吉 泊 引 四 
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ピク ター エン タテ イシ メン ト "VICL 60870 税別 2900 円 
橋本 ー 子 が 初め て アニ メー ショ ン 音 楽 

| を 手がけ た 記念 すべ き サウ ンド トラ ッ 

ク 。 これ まで の 宮 森 洛 を 反 映 さ せる 

か の よう に 、 収録 曲 も ジャ ズ か ら オ ー 

ケス トレ ーション 、 ポ ッ プ ス ま で 多 破 

に わた る 。 サン トラ で あり な が ら も 最 

も いま の 橋 ホ ー 子 を 表現 し た 一 覆 だ 











face lost 


飛翔 し た ラー ゼ フ ォ ン は 危機 に 見 舞 わ れる 。 パー 
カッ ショ ン の 音色 が 重厚 な 戦い の イメ ー ジ を 盛り 
上 げ て いく 。「 こ の 録音 の と き に ちょ うど 監督 が 
見 に き て いた ん で す が 、 こ れ じ ゃ 危機 と いう より 
は 全 減 し た 後 み た いじ ゃ な いか っ て ( 笑 ) 。 で も 私 
は すご く 気 に 入っ て いま す 。 初 の ロボ ポット も の の 
オー ケス トラ と いう こと で 悩ん だ けれ ど 、 自 分 が 
美しい と か すご いと か 思っ た も の を 表現 で きた と 」 





| invisible motion 

| 発動 、 すなわち 綾 人 が 乗り 込ん で 現 が 入っ て か ら 
] の ラー セ ゼ フ ォ ン を テー マ に し た 曲 。 神 の ご と き 成 
| 
| 





容 と 破壊 力 を 兼ね 備え た ラー ゼ フ ォ ン の 次 が 音楽 
で 表現 され る 。 歴史 映画 の た め の 音楽 と いっ て も 
違和感 の な いよ うな 壮大 な 曲 が 続く 。「 歴 史 も の 
と いう イメ ー ジ は 確か に ある か も し れ ま せん 。 作 
曲 する 前 に 、 神殿 の イラ スト と か を 見 せ て も ら っ 
た の で 、 神話 も の と いう イメ ー ジ が あっ た の か も 」 















lovely night 

* 夜 の 海 、 と いう オー ダー で 、 寄 せ て は 返す 波 の 
イメ ー ジ を 、 ダ ブル カル テッ ト の 編成 で 表現 し た 
美しい 曲 。「 ニ ライ カナ イ と いう 島 が 舞台 な の で 、 
波 の イメ ー ジ を 表わし て ます 。 こ うい う 情 時 描写 
の 曲 は 何 曲 か ある ん で す が 、 自 分 で も 好き な 時 . 

BGM と いう 仕事 上 、 あ る 場面 の た め に 苦労 し て 
書く 曲 ち も ある わけ で す が 、 こ れ は 何 も し な いで 出 
て くる みた いな 、 自然 な 私 の 曲 だ っ た り し ます 」 


temptation 


ラー ゼ フ ォ ン の 発動 か ら 活躍 を 描く 音楽 に つい て 
は 、 出 洋 監 督 の 希望 に より オー ケス トラ 編成 で 福 
大 に 描写 され る 。 こ こ か ら 「the chariot] まで 
は 、 い わ ば “ラーゼ フォ ン 組 曲 、 と も いう べき 大 
れ 。 そ れ ぞ れ の シー ン を 浮か べ な が ら 聴 く と いい 
だ ろう 。 起 軸 に こ あ た る この 曲 は “いざ な い 、 と い 
う キ ー ワ ー ド で 、 ラ ー ゼ フォ ン が 綾 人 を 呼び 寄せ 
る まで が 、 高 まり ゆく 緊張 感 と 共に 表現 され る 


咽 












he feels uneasy 


* 変 容 し た 街 ・ 東 京 、 と いう テー マ で つく られ た 
曲 。 綾 人 が 荒れ 果て た 東京 を 見 て 自殺 と する シー 
ン の た め に 伯 抽 さ れ た が 、 実際 に は さま ざま な シ 
ー ン で 使わ れ て いる 。「 テ ー マ だ け 与 えら れ て い 
て 、 直 和 感 に これ は ビア ノ ソ ロ で いこ うと 思っ て 、 
一 度 で 録 っ て し まっ た 曲 で す 。 あ る 場 画 の た め に 
書い た 曲 が 、 別 の シー ン で 使わ れ て いる こと も あ 
り ま す が 、 そ れ は それ で お も し ろ い と 思い ます 」 









挿入 歌 「 カ トゥ ウン の さだ め 」 | 


第 9 楽章 「 時 の 弓 ] の た め の 挿入 歌 。「 穫 督 か ら 
は ^ 造 が 苦 好 き で 時 い て いた J ボ ポップ 、 と いう 指 
定 で つく り ま し た ( 笑 ) 。 当 時 の 仮 タイ トル は 「En 
d of the world」。 別 の 世界 で は 恋人 同士 だ っ た 
けれ ども 、 こ の 世界 で は ひと り に その 記 培 が な い 。 
崩壊 し た り 調和 し た りす る 世界 を 背景 に 、 そ れ で 
も この 申 を 聴く こと で 何 か を 思い 出し そう に な る 、 
と いう シチュ エー ショ ン を 表現 し て いま す ]」 





還 the chariot 
いよ いよ ラー ゼ フ ォ ン の 戦い の 幕 が 切っ て 落と さ 
れる 。 橋本 一 子 に よる ピア ノ が ひと きわ 高らか に 
美しく 響く 。「 ビ アノ を 弾く と き は 肘 全体 を 使っ 
1 た り 、 ラ イヴ で は 蹴り を 入れ た り し て ます ( 笑 ) 
] どう や ら ほ か の 人 に と っ て は 企業 秘密 に 見 える 弾 
] き 方 が ある よう で 、 私 自身 は 体 が 小さ い の に 大 き 
] い 音 が 出る ん で すね 。 ち ょ うど 空手 みた い に 、 す 
] ご い 破 壊 力 が ある 方 法 で 弾い て いる わけ で す ] 














flew over 


テー マ は ラー ゼ フ ォ ン の 飛 世 。 優美 で 壮大 な 中 に 
も 、 フ ルー ト の 音色 が どこ か 不穏 な 雰囲気 を 誘う 
「 実 際 の 絵 も 何 も 見 て いな い 段 階 で つく っ た も の 
で す 。 私 の イメ ー ジ と し て は 、 演 基 と 広がる 海 や 
空 を 背景 と し て 、 ま だ 眠っ て いる ラー ゼ フ ォ ン が 
だ ん だ ん と 目覚 め て いっ て 、 す 一 っ と . 上 に あがっ 
て いく と いう イメ ー ジ で 。 そ れ だ け じ ゃ な く て 、 

ちょ っ と 不気味 な 感じ も ある と いう と ころ か な 」 





12 years 


第 1 ヴァ イオ リン 、 第 2 ヴァ イオ リン 、 ヴ ィ オ ラ 、 
チェ ロ か ら な る 弦楽 四重奏 (カル テッ ト ) 2 組 ・ 8 
人 か ら な る ダブ ルカ ル テ ッ ト で 演奏 され る 曲 

「 これ は 知 と 綾 人 に つい て の や すら い だ 気 分 と か 
を ダブ ルカ ル テ ッ ト で 表現 し た も の で す 。 た だ の 
や すら ぎ で は な く て 、 切 な い 気 分 も ちょ っ と 入っ 
て いる よう な 感じ で すね 。 こ れ も 本 来 の 坦 面 だ け 
で は な く て あちこち に 使わ れ て いま す ] 














橋本 一 子 が 「 ラ ー ゼ フォ ン 」 の た こう あっ て 、 和 桑島 法子 ちこ ん に 、 
防 介 遇 上 友 膨 央 な 曲 数 を 細 梓 精 還 旧 の | で 歌 て も ら っ て い 
向 た 0 生 MRIRZ2 の は 生還 る 久遠 の 曲 が あ る ん で す が 、 こ れ 
覆 き 9 示 り 証 語 語 ほ な る 還 2 枚 幸 は で も いい ん で す よ 。 あ と は エ 
月 の 0 り 罰 の Rh ラッ ミン デイ ング の 英語 バー ジョ ン 人 や 、 
み は 放 7 開始 さき がら 5 新た ハー ドロ ッ ク で 中 びな が ら と 2 
に 書き 起こ し た 曲 も 加え 、 さ ら に の も あれ は 、 私 の ヴォ イス で の 曲 
音楽 の バリエ ーション を 広げ た 内 も 入っ て る し 、 オ ー ケ スト ラ か ら 
容 に 仕上 が っ て いる 。「 今 回 も 40 ジャ ズ っ ぽい の 、 ビ アノ ソロ まで 
曲 以 上 つく り まし た 。 実際 に 作品 本 当 に いろ いろ で すね 。 1 枚 目 が 
を 見 て 、 イ メー ジ が 明 陰 に な り ま ドラ イ で 無機 的 な 感じ だ っ た と す 
し た し 、 私 自身 が 慣れ て きた せい る と 、2 枚 目 は 有機 的 、 よ り オ ー 
も あっ て 、 曲 づく り は 楽に な た り ま ガニ ッ ク な 有 雰 囲 気 に 仕上 が っ て い 
し た ね 。 2 枚 目 に は 歌 も の も けっ 












solitudes 


第 1 楽章 「 首都 艇 攻 | の 冒頭 で 、 陣 独 な 綾 人 の 状況 
を 表現 する た め に つく られ た ビア ノ 曲 。 「 こ れ は 
* 環 独 な 食 章 ・ サ ティ ふう 、 と いう オー ダー だ っ た 
の で ( 笑 ) 、 ま さ に その と お り に つく っ た ん だ けど 
いつ の ま に が 如月 樹 の テー マ に な っ て いる みた い , 
第 7 楽章 「 集 まる 日 ] で 、 樹 が ゴン ドラ に 乗っ て 
いく よう な 場面 に も 使わ れ て いた し 。 ビア ノ ソ ロ 
の 曲 は 2 枚 目 の サン トラ に も た くさ ん 入っ て ます ]」 


















ED テー マ 「 夢 の 卵 」 
作 肌 ・ 作 間 ・ 押 = 橋本 了 
歌 = 橋本 子 ・ 修 本 


落ち 着い た 中 に も 透 盟 感 が 感じ られ る 歌 。 オ ン エ 
ア を 見 て いれ ば わか る と お り 複 数 バー ジョ ン が 存 
在 す る が 、 こ れ は 橋本 一 子 と 妹 ・ ま ゆみ の デュ エ 
ッ ト 版 。 ちな み に 「 お し えて ……」 で 始ま る 最初 の 
パー ト は 妹 、「 こ た えて …… ] で 始ま る 次 の パー ト 
は 姉 の 声 。 違い が わか っ た ら 全体 を 確認 し て みよ 
う 。「 これ は どの BGM よ り も 先 に 、 い ちば ん 初め に 
つく っ た 曲 な ん で す 。 打 ち 合 わせ の 後 、 わ り と すん 
な り と で きま し た ね 。 バー ジョ ン 違 い が た くさ ん 
ある の は 監督 の アイ デア な ん で す が 、 歌 入れ の 直 
前 に 言っ た りす る か ら も う 本 当 に 大 変 で し た ( 笑 ) 
私 が 全部 歌っ て いる 英語 パー ジョ ン も あり ます ] 
































る と 思い ます 」 (橋本 ) 





magic handling 


これ も 出撃 シー ン で よく か か っ て いる 曲 。 ラーゼ 
フォ ン に つい て は オー ケス トラ だ が 、 TERRA な 
どの 組織 が 主体 の 埋 開 で は 打ち 込み の 曲 が 使わ れ 
て いる 。 カ ッ コ よさ と 緊張 硬 が ほど よく ミッ クス 
され た 仕上 が り に な っ て いる 。「 こ の へ ん の 出撃 
系 の 曲 は 大 好き で すね 。 音楽 で は いろ いろ な 活動 
を や っ て きた の だ けど 、 私 の 最近 の 芸者 が こん な 
感じ な の か な 。 そう いう 意味 で も 好き な の か も 」 


TV Animation 
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their daily lives 


「members only」 の アレ ンジ で 、 リ ラッ クス し 
た 発 囲 気 が 伝 わっ て くる 。「 ほ と ん ど コ ー ド 進行 
は 同じ で す が 、 テ ン ボ を 抑え た バー ジョ ン で す . 

オー ケス トラ は 収録 まで に 対面 と か を 全部 つく っ 
て いか な いと な ら な い の で 大 変 だ けど 、 こ れ は そ 
の 場 で で きる くら い 。 で も その 分 、 演 奏 力 は も ち 
ろ ん 、 集 中 力 を どこ まで 高め られ る か と いう 問題 
に な っ て くる の で 、 体 も 精神 も 消 和 し ます ね 」 
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何 語 か わか ら な いこ と ば の 語り か けが 続く トラ ッ 
ク 。 タ イト ル ど お りこ れ は ムー リア ン の 言語 な の 
だ ろう か 。「 こ れ は 私 の 長い 音楽 生活 で も いち 
ば ん 自 希 な こと な ん で す 。 声 を 楽器 の よう に 使う 
と いう か 、 こ と ば に な ら な いこ と ば が 自然 に 発声 
され る と いう か 。 意識 する こと な く と めど な く 出 
て くる も の な ん で す 。 私 が 除 世 役 に 選ば れ た の も 、 
この ヴォ イス が あっ た か ら な の だ ろう と 思い ます 」 





the tremendous egg 


ドー レム の 歌 に 美 屯 陰 香 が 同調 し て くる イメ ー ジ 
の トラ ッ ク 。 こ こ で 聞こ える 声 は すべ て 橋本 一 子 
の も の だ 。「 次 元 卵 を 背景 に ドー レム と 玲香 が 同 
調 す る と いう は っ きり し た シチュ エー ショ ン の た 
め に つく っ た 曲 で 、 も っ と も 映像 釣 な も の 。 ここ 
で は 私 ひと り で す が 、 ド ー レ ム の 声 は 3 人 で や っ 
て いま す 。 高い 声 を 妹 、 低 い 部 分 を 別 の 人 に 頼ん 
で 、 私 を 合わ せ た 3 人 で いろ いろ 歌っ て いま す ] 






' winning Sound of her 









ここ か ら 「magic handiing」 まで は 打ち 込み で 
つく られ た 曲 。 マ ニ ビ ュ レ ー タ ー の 助け を 借り な 
が ら 、 基 本 8 的 に は 橋本 一 子 が すべ て ひと り で その 
場 で 仕上 げ て いく と いう も の だ 。「 国連 軍 が 乗り 
出し て き て 、 こ れ か ら 赤 壮 が 始ま る か も し れ な い 
と いう 不 陳 な ムー ド を イメ ー ジ し て つく っ た 曲 で 
す 。 実際 に は その 場面 に は 使わ れ な か っ た の で す 
が 、 サ スペ ンス シー ン で よく か か っ て いま すね 」 










エル フィ ・ ハ ディ ヤッ ト 率 いる oc 小隊 の 出撃 シー 
ン の た め の 曲 。「 載 いと か 出撃 の イメ ー ジ で 作曲 
し まし た 。 こ うい う 打 ち 込 み の 曲 は 、 そ の 日 に ス 
タ ジ オ に 行っ て 、 ま ず ド ラム を 入れ て 、 順 々 に 音 
を 重ね て いっ て つく る ん で す 。 コ ー ト 進行 も その 
場 で 決め て いく 。 作曲 と 演奏 が 一 体 に を っ て いる 
と いう 感じ で すね 。 遇 間 の 判断 が 多い の で 、 早 け 
れ ば あっ と いう 間 に 仕 上 が っ て し まい ます 」 
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(ハル キ 文 庫 ) で は カバ 
ー の ほか 、 図 針 も 手がけ 
て いる 


@ さ と う ・ み ちあ き / 画 
家 、 温 画家 、 押 寺家 、 装 
丁 家 、 Web デ ザイ ナー 
林 譲 治 作 の 著書 「 叶 黒 
太陽 の 目覚 め ] (上 ・ 下 ) 1 


[ラー ゼ フ ォ ン で 担当 し た 仕事 に つい て ] 
主 な も の を 列挙 する と 、 ま ず TERRA 
が 装備 する 兵器 群 の デザ イン 。 防 衛 軍 が 
装備 する 兵器 群 の デザ イ ン 。 統合 自衛 隊 
が 装備 する 兵器 群 の デザ イン 。 ニ ライ カ 
ナイ 島 の ゲー ムセン ター に 登場 し た レシ 
プロ 戦闘 機 。 美 術 デ ザイ ン に 近い 仕事 と 
じ で 。 ビラ ニブ プラ の デザ イン 。 あ 、 ぞ それ 
か ら 時 の 識 も あり まし た 。 ま あ 、 こ ん な 
と ころ で す 。 
[好き な 話 数 と その 理由 ] 
全 話 。 ラ ー ゼ フォ ン に 携わっ た すべ て の 
ひと びと の 、 努 力 と 工夫 が 画面 か ら 伝 わ 
っ て くる か ら 。 


・ 蘭 、 





2 





企画 初期 段階 で 出 潤 挫 牙 督 の つ イ メージ を 数 点 絵 に し た 。 
TERRA 側 の 展 星 や リー リャ ・ リ ト ヴ ァ ク 、MU 側 の 
城塞 都市 ヒラ ニ プ ラ な どの デザ イン を 担当 。 また 音 
楽 ・ 橋 本 一 子 に よる ラー ゼ フ ォ ン オ リ ジ ナ ル サ ウ ンド 
トラ ッ ク 1 & 2 ジャ ケッ トイ ラス ト も 描い た 








@ か ん の ・ ひ ろ き /65 年 
生ま れ 。 岩手 県 出身 。「 機 
動 葉 土 ガン ダム 0083「 南 
支 遊 友 白書 天空 の エス 
カフ ロー ネ 」「 カウ ボー イ 
ビバ パップ 「 機 7 う 何 俺 ヒ ヲ 
ウ 戦 記 」「 控 勲 天使 エン ジ 
ェ リ ッ ク レ イヤ ー」 な ど 
の 作 還 監 督 を 務め る 


ラー ゼ の キャ ラク ター で は 紫 東 恵 が す 
ご く フ ツー で 好き で す 。 そ の 他 に は 理 理 
と か 六道 と か 、 味 の ある オヤ ジ も いい で 





[ 代 東 症 私 軸 ] 

















山田 章 博 が 上 げた デザ イン を アニ メー ト 用 に クリ ン ナ 
ッ プ する 作業 を 担当 し た 。 手がけ た 表情 集 で は キャ ラ 
クタ ー が 豊か な 表情 を 見 せ 、 キ ャ ラク ター の 幅 を 広げ 
て いる 。 ニ ュー タイ プ 本 誌 で も 描き 下ろ し イラ スト を 
手がけ 、 第 1 、5 、 15 楽 章 で は 作画 牙 督 も 務め た 


4 人 


@ や まだ ・ あ き ひ ろ /57 
年 2 月 10 日 生ま れ 。 高知 
県 出身 。 湊 画家 、 イ ラス ト 
レー ター。 代表 作 に 漫画 
「 ロ ー ド ス 島 戦記 ファ リ 


始ま る まで は 、 こ ん な に 毎週 デザ イン 
画 の 発注 が 来る と は 思っ て ませ ん で し た 。 
製作 スタ ッ フ に ご 迷惑 が か か ら ぬ よう に 、 
頑張 っ て いま す 。 お 気に入り の キャ ラク 
ター を 書く よう に と の 事 で す が 、 全 員 に 
公平 な スタ ンス で 書い て いま す 。 好き な 
話 数 は 、 何 話 と 書く と 角 が 立ち ます 。 

「 ラ ー ゼ フォ ン 』 の お 仕事 は 、 毎週 と て 
も 楽し く 、 面 白い お 仕事 に 巡り 会 えた 事 
に 、 感 席 し て いま す 。 最終 話 まで 、 気 を 








抜か ず に 頑張 り ま す 。 
me 愉 パ ト ・ Seph@n 2 


代 を 帝人 人 


AM OUM0 











キャ ラク ター デザ イン で は 、 各 話 で 登 
場 する さま ざま な 私 服 も 手がけ た 。 デ 
ザイ ン 画 に は 細か な 指示 が 書き 込ま れ 
て いる 。 ほ か に も TERRA の ロゴ マー 
ク や アイ キャ ッ チ の タイ トル ロゴ 、 鳥 
籠 の デザ イン な ど 多 岐 に 渡る 。P.2 で 


描き 下ろ し イラ スト も 披露 し て いる 












ス の 聖女 」( 角 川 書店 )IB 記 ュー ン 

EAST OF EAST !( 紀 科 

舎 コ ミッ クス ) な ど 。 イ ラス 『 
ト な ども 多数 を 手がけ る 








@ さ の ・ ひ ろ と し "62 
年 生ま れ 。 福岡 県 出身 
「 ビ イィ ナス 戦記 | [機動 引 
士 ガン ダム 0083」「BO 
U NTY DOG 月 面 の イ 
ブ 」「 批 動 武 関 伝 G ガ ン 
ダム 」「 天 空 の エス カフ 
ロー ネ 」 ほか 多数 の メカ 
作画 除 督 を 務め る 


江 33 居 計 


26 本 の 作品 と し て トー タル バラ ンス で 
良質 な 作品 を 視聴 者 に 提供 する こと を 一 
番 に 考え て 、 制 作 的 に は まだ アニ メ が 創 
生 期 だ っ た ころ の 、 お な じ フ ロワ リー で 顔 
を 突き 合わ せ て 物 を 作り 上 げ る こと を や 
っ て る 作品 で す 。 好 き な 話 数 と いう 一 本 
と か 、 今 回 の 作品 で は 答え られ ませ ん 。 
な ぜ な ら 制 作 方 法 か ら 一 か ら 出直し で 考 
えま し た の で 。 だ か ら フ ィ ル ム も 版権 イ 
ラス ト 、 CD、 す べ て 、 そ し て 何より も 
好き な の が この 作品 に 関わ っ て る 方 々 す 


で や て で す 96 
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OP 絵 コン テ や 、 ほ ば ぼ 全 話 に わた り ラ ー ゼ フォ ン の 動 
き を る 監 穫 し て いる 。 第 8 楽章 で は 光 の 剣 を 発動 させ る 
ラー ゼ フ ォ ン の 原画 を みず か ら 担当 。 ダイ ナミ ッ ク な 
動き を 表現 。 版権 セル イラ スト も 数 多く 手がけ る 








え 所 央 。「 ゼロ テス ター 
で ⑦ 交 仕事 以来 、「 宇宙 昔 
態 ヤマ ト 」「 勇 者 ライ ディ 
ー ン | 超 時 空 要 康 マク ロ 
ス 」「 聖 戦 圭 ダンバイン ] 
と 四半 世紀 も TV や 映画 
の デザ イン を 手がけ る 


ーー 会 、 
人 @ み や た け ・ か づつ た か 
'49 年 生ま れ 。 スタジオ ぬ 


ラー ゼ フ ォ ン で は ニラ イカ ナイ 鳥 の 構 
成 、 ネ リヤ 神殿 の 内 と 外 、 人 工 海上 都市 
本 部 ビル と 司令 セン ター 等 、 主 人 公 側 の 
世界 観 ア デザ イン が 中 心 。 ラ ー ゼ フォ ン 本 
体 の アイ デア に も 手 を 挟ま せ て 貰い まし 
た 。 思 い 出 深い の は 、 ロ ケ ハ ン で 三浦 半 
島 の 秘境 を 案内 し た 事 。 そ の 後に も 色々 、 
お 社 絡 みか と か で 、 9 話 の 時 の 詞 は ちょ っ 
と ……'。 好き な 回 は 5 話 ニ ライ カナ イ 、 
6 話 7 話 辺 り の 、 ま だ 気分 が 存 気 で いら 
れ た 内 に 集中 し て ます 。 








コメ ント に も ある と お り 、 TERRA 側 
の 世界 観 を 構築 する 作業 が メー ン と な 
っ て いる 。 ほ か に も 物語 後半 に 登場 す 
る キー と な る メカ デザ イン も 手がけ る 


起 






@ た け ば ・ し ん ご プ '64 
年 生ま れ 。 千 葉 県 出身 . 劇 
場 版 「 エスカフローネ 
で は 原図 除 替 えき セッ ト デ 
ザイ ン を 、 劇 場 「 カ ウ 
ボー イ ビ バ ッ プ | で レイ 
アウ ト を 担当 。 イ ラス ト 
レー ター と し て の 仕事 も 
多数 あり 


や 


』 
| 画 | 


携帯 電話 か ら 建 物 ま で 、 手 当たり 次 第 
に デザ イン し て は 暴走 と 自 減 を 繰り 返す 
日 々 で す が 、 今 日 も な ん と か 生き て ます 。 
CD プレ イヤ ー は 死ん ど ゃ っ た けど ね 。 ま 
だ 一 年 位 し か 使っ て な いん だ けど な ぁ 。 
MD も ちょ っ と ヘン で す 。 自転 車 達 は 整 
備 さ れ な い 日 々 が 続い て スネ て ます 。 あ 
れ ? 何 の 話 だ っ け 。 そ うそ う 、 ラ ー ゼ 
フォ ン の 事 で し た ね 。 自分 が 好き な の は 、 
プチ と ミチ ル が 巨大 化し て ドー レム と 闘 
う 話 。 あ れ は 面白 か っ た な あ 。 え 、 そ ん 
な の ナイ っ て ? じゃ あ 、 功 刀 が 謎 の 敵 
に 同化 され て TERRA を 攻撃 し て くる 話 。 
それ も ナイ っ て ? お か し いな 、 前 後編 
で や っ た や つ だ よ 。 う ー ん …… ce オギ 
大 丈夫 だ っ て 。 ち ょ っ と 電波 が 弱く な っ 
て る だ け だ か ら 。 










【 *14 ヘレ ナ の モバ イル ] 
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ラー の 間 や 東京 湾 基 地 な どの 美術 設定 、 ビ デオ カメ ラ 
や ヤ や ヘッドフォン な どの イン ダス トリ アル 設定 の デザ イ 
ン を 手がけ る 。 日 常 的 な 家電 製品 や 車 で も 、 近 未来 に 
な れ ば その 世界 らし い デ ザイ ン が 必要 に な る 。 そ の 未 
来 感 を 意識 し た デザ イン が な され た 











特 効 と デジ タル 加工 な ど 今回 は ほとん 
ど 技術 的 な 参加 の み で す 。 い ろ ん な 実験 
を させ て も ら え る と いう こと で 、 勉 強 が 
て ら 楽 し く 仕事 を させ て も ら っ て ます 


「 ラ ー ゼ フォ ン 」 で は 2D ア ニメーション に 違和感 な く 
デジ タル ・ エ フェ クト を か ける 実験 が 随所 で 試み られ て 
いる 。 第 1 楽章 、 自 己 再生 中 の ドー レム や 第 15 楽 章 の 
暗 導 に 浮か び 上 が る 泥 人 形 な ども 成果 の ひと つ 。 また 、 
第 15 楽 章 で は 脚本 、 絵 コン テ 、 演 出 を 担当 し た 





nx 詞 宇 


今回 の 作品 か ら フ ル デ ジ タル の TV シ 
リー ズ に 関わ り 、 毎 日 が 実験 と 反省 の く 
りか え し で す 。 思い通り に いっ た シー ン 
も あれ ば 、 う まく いか な く て 結局 、 調 整 
を し な お し た り と 、 ス タッ フ の 方 々 に も 
% を か けっ ぱな し と いっ た 感じ で す . 
私 と し て は カン トク や デザ イナ ー さ ん の 
※ 求 に 見 合っ た 出来 に な れ ば それ で 満足 
で す 。 ど こま で うま く 出 来る か わか り ま 
せん が 、 き れい な 映像 を お 届け 出来 る こ 
と を 願い つつ 、 日 々 努力 し て いき ます の 
* 最 後 ま で 温か い 目 で みて いた だ きた い 
す 


2 
で 














ft 


各 デ ザイ ナー か ら 上 が っ て きた 設定 イラ スト な ど 作 品 
の 色彩 を 、 監 督 ほか スタ ッ フ と 相談 し な が ら 決定 し て 
いく 。 ま た 、 本 作 は フル デジ タル の た め 、 色 は 画面 上 
の RGB の も の し か な い 。 そ の た め 、 佐 野 浩 敏 が 手 が 
ける 版権 セル イラ スト の 色 も 別に 指定 し て いる 


寺 叩 愛さ 


この 作品 の 作業 は 、 全 話 数 で ラー ゼ フ 
ォ ン 、 ドーレ ム 以 外 で の メカ ニカ ル 部 分 
の 作画 監督 を 、 担 当 き せ て も ら っ て ます 
仕事 の 依頼 が きた 時 、 佐 野 さ ん の 方 か ら 
機械 的 な ギミック 部 分 の お さえ と 、 全 体 
の バラ ンス 的 な 事 を お 願い きれ まし た 
作業 自体 は 部 分 的 で す が 、 ト ー タ ル な 判 
断 と いう の が 結構 た い へ ん で す 。 現時 点 
で は 、 ま だ まだ 作業 は ある の で な ん と も 
いえ ませ ん が 、 今 の 感想 と し て は 、 楽 し 
いと いえ ば 楽し いし 、 充 実は し て いま す 








江 車 か ら 戦 闘 尼 ま で 、 第 1 楽章 守 呈 で エル フィ 機 が カ 
タバ パル ト よ り 発 進 する シー ン 、 第 4 楽章 で ドー レム に 
より 破壊 され て いく 潜水 艦 な ど 、 よ り 現 用 兵器 に 近い 
メカ の 描写 を 中 心 に 作画 監督 作業 を 担当 する 


84 


85 


忍 。 お 前 が 東京 に 行っ て か ら 、 
も う 十 年 経つ けれ ど 、 
そろ そろ 、 い い 人 は で きた の か ? 
理想 卿 が どう の と か 、 
お 前 は 言っ て いた けれ ど 
お 父さん 、 お 前 さえ 幸せ な ら 、 
それ で 十分 だ よ 。 
今度 の 正月 に は 帰っ て 来 な 
今年 の リン ゴ は うま くい き 
先 よ り 


さい 。 
そう だ よ 。 








京田 知己 と と も に 出渕 給 監 督 を 補佐 す 


る 。 編 人 が 東京 へ 戻っ て いく 第 17 楽 章 人 結 55 
の 絵 コン テ と 演出 を 手がけ た 


常に 理想 と 現実 の ギャ ッ プ (… そ れ は 
自分 の 気力 ・ 体 力 ・ 能 力も 含め て で す 
が ) に 悩ま され る 日 々 で す 。 こ の CUT は 
これ で ベス ト か ? この 芝居 は これ で い 
い の か ? この L/O は イカ ス の か ? う 
じ う じ と 悩み 続け て ます 。 カ フェ イン と 


サプリ メン ト 漬 け の 俺 か ら 、 果 た し て ラ 
ー ゼ フォ ン と いう 作品 に 耐え うる フィ ル 
ム ワ ー ク が 出来 て いる の だ ろう か (こん 
な 事 書く と 、 ま た 誰か さん に 笑わ れる ん 
だ ろう な あ )。 ち な み に 好 き な 話 数 は 第 
11 楽 章 。 理 由 は 、 そ う 言 わな いと スタ ッ 
フ 全 員 に 篤 ら れ そ うだ か ら 。 





監督 補佐 を 担い つつ 、 演 出 で は 第 1 、5 、 8 楽章 を 担 
当 し 、 第 11 楽 章 で は 絵 コ ン テ と 演出 を 手がけ た 。 ドー 
レム に より 綾 人 が 引き 込ま れ た 異様 な 精神 世界 を 、 と 
き に は 実写 を 取り 入れ つつ 、 緊 迫 感 あふ れる 画面 を み 
ご と に つく り だ し た 立て 役者 の ひと り 


ラー ゼ フ ォ ン で は 、 音 響 監 督 と し て 、 
台詞 ・ 音 楽 ・ 効 果 音 の 取り まとめ を し て 
いま す 。 こ れ ま で の 話 の 中 で は 、 第 11 楽 
章 の ジャ ズ 喫 茶 の シ ー ン が 特に 好き で す 。 
今回 の 仕事 は 、 音 楽 が これ まで に な い 感 
じ で 大 変 面白 い の で す が 、 そ の 中 で も 、 
個人 的 に は ジャ ズ 系 の 曲 が 、 流 石 「 本 気 
の ジャ ズ と いう 仕上 が り で と て も 好き 
な の で 、 そ の 様 な 曲 が 存 分 に 活か せ た シ 
ー ン と いう 事 で 、 特 に 気に入っ て いま す 。 






音楽 、 効 果 音 も 重要 な キー と な る 「 ラ 
ー ゼ フォ ン 」。 橋 本 一 子 の 声 を も と に 
つく り 出 され る ドー レム の D1 ア リア 
坂本 真綾 の 声 か ら は 玲香 が ラー ゼ フ ォ 
ン を 目覚 め さ せ る た め に 歌う シー ン な 
ど 「 音響 ] か ら 神 秘 的 な 世界 を 演出 し て 
いる 。 第 11 楽 章 の ジャ ス 喫 茶 も 必聴 ! 











映像 、 コ ミッ ク 、 プ ラ モ デ ルー あら ゆる 
メデ ィ ア で 「 ラ ー ゼ フォ ン 」 が 飛翔 し て いく 。 





YOODS 





その 世界 を じかに 体験 し よう 
DVD 
スペ シャ ル DVD DVD「 ラ ー ゼ フォ ン 」 1 巻 DVD「 ラ ー ゼ フォ ン ]2 巻 | 
a Prelude 前 電 申 >」 er enn 2 
9 DFeIIGG ー で DVD 第 1 巻 の 初 ” パ ズル ジャ ケッ トト レ カ ッ 覆 


メデ ィ ア ファ クト リー 先行 ダイ ジェ スト 
映像 を & ス タッ フ ・ キ ャ スト イン タビ ュー& 
初期 プロ モー ショ ン 映 像 収録 

約 30 分 税別 2500 円 






































回 特典 に は 山田 章 博 
性 措 き 下ろ し DVD5 
巻 収納 B O X が 付属 
する 。 毎回 特典 に は 
ライ ナー ノー ト が 封 
入 。 映 像 得点 と し て 
ノン クレ ジッ ト OP、 
イベ ント 上 映 用 プロ 
モー ショ ン 映 像 を 収 
録 し て いる 


















































品名 予定 発売 日 価格 (税別 ) 初回 和 特 穫 
DVD 第 3 巻 2002.7.26 6000 円 ジャ ケッ トト レ カ 1 枚 
DVD 第 4 巻 2002.8.30 6000 円 ジャ ケッ トト レ カ 1 枚 | 
※3 巻 了 は 各 3 話 収 録 DVD 第 5 巻 2002.9.27 6000 円 山田 章 博 播き 下ろ し 5 巻 収納 BOX、BOX 絵 柄 トレ カ 2 枚 | 
※ 各 巻 毎回 特典 と し て 、 特 製 ラ イナ ー ノ ー ツ 封入 ジャ ケッ | 
※※ ジ ャ ケッ トト レ カ は 人 人 集め る と 表 厨 が 」 枚 絡 に DVD 第 6 巻 2002.10.25 6000 円 ジャ ケッ トト レ カ 2 牧 | 
な る パズル トレ カ 仕 様 DVD 第 7 巻 2002.11.22 6000 円 ジャ ケッ トト レ カ 1 枚 | 
靖幸 は 2002 年 6 月 の も の で す 。 果報 に DVD 第 8 巻 2002.12.20 6000 円 ジャ ケッ トト レ カ 1 枚 
つい て は | ラーゼフォン] オ フィ シ ャ 】 (http: FT = 
RGGGZ8R70 "DVD 第 9 巻 2003.1.24 6000 円 ジャ ケッ トト レ カ 1 枚 








e.tC e.tc 


下敷 き 


ムー ビッ ク 。 税別 250 円 


ボ ポー トレ イト 
ムー ビッ ク - 税別 500 円 


| ラーゼ フォ ン | 第 1 2 
ーー ォ ン に 

MF 文 庫 小学 館 原 作 : BONES、 出 測 裕 、 
「 ラ ー ゼ フォ ン | 第 1 巻 作 責 : 百 洒 武 明 本体 533 円 ( 税 
メデ ィ ア ファ クト リー。 著 : 大 野木 寛 、 

山田 意 朝 カ パ ー 描 き お ろ し 2002 年 7 月 25 日 発売 

定価 : 580 円 (税別 ) 


徳間 デュ アル 文庫 
「 ラ ー ゼ フォ ン 時 間 調 律師 ( 仮 )| | 
全 1 巻 


鶴間 書店 。 原作 : BONES 
者 : 神林 長平 。 価 格 未定 2 












MODEL 


プラ スチ ッ ク モ デル 
「 ラ ー ゼ フォ ン 」 


パン ダイ 。 税別 1800 円 
ろ 









全高 的 20cm。 い ち 
ば ん の 特徴 で ある 束 





上 部 の 可動 
新た な 動き 
や シル エッ ト を 生 


て いる 















み 出 し 









スタ ル は イメ ー ジ に 合 
わせ クリ アー パー ツ を 
使用 し て いる 











TERRA 本 部 ビル 
ライ カナ イ で も っ と る 印象 的 な 和 物 の ひ 


と つが これ 。 ネ リヤ 神殿 と 同じ く 富 士 山 の 形 


を し た 外観 が 幻想 的 で さえ ある 














いま ニラ イカ 


日 月 状 に な っ て いて 、 機 上 か 


ら 眺 め れ ば 高層 ビル 群 が 並 ぶ 神 至 市 、 
緑 豊 か な 根来 島 と 、 そ の 特徴 が 手 
取る よう に わか る は ず だ 


ク 号 で ゆっ くり 湾内 を 周回 し な が ら 、 


ナイ で 評判 の コー ス 。 マ ー ビ ン ピー 
本 格 ディ ナー を 満 誠 で きる 





本 命 デ ー ト な ら 
島 は 


全景 






マー ピン ピー ク 


日 月 状 を し 
へ 


上 -] 
ドリ 
銘 
弄 
回 
や 
ト 
円 
6 
ろ 
甘 
R 








神 至 市 の 中 心 街 。 シ ョ ッ ピ ング に グル メ 
人 高層 ビ ル が 建ち 並ぶ 変 は 、 と て も 南 の 
島 の も の と は 思え な い 様 相 だ 

人 野外 の コン サー ト 会 場 も 完備 され て い 


力 が ある 。 島 へ 来 た な ら ま ず 
が 満 着 で きる スポ ッ ト だ 


根来 島 で 発見 され た 古代 遺跡 





G ロ ly ハリ 
ハー て 財 所 葉 


「ilINYR ト Y」 っ CU 疑 せ 
必 濁 晶 っ 中 楓 い ン w 婦 
早 共 GWT DJDJS 聴 表 画 G 
S⑮ さ "1JGG 負 編 柚 G 丸 人 
ロイ 日 奨 環 完 要 衣 つ し し G 
尺 堪 十 似 給 縮 民 ′ 長 HHHEY Tn 
や りつ し [NTR ト | っ) 邊 '* 
で Ken は で 8) 公介 環 公 言 
EDp 較 DIN// と 表 G 前 融 団 
「 つ 明記 」]′ 表 三 コ 話 産 話 似 柚 
臣 ヒ ロ と エマ 民夫 只 SN6-JIJO 
ylEXTY 薩 団 信 は せき し 史 エマ 
人 
型 公 ′ 十 太 り ミ 誌 公 株 村 り 
黄 人 E 型 宮 め 尋 つ し じ っ じ " 陣 陳 頻 押 
ペ 率 ご べ て Q め の 軸 綴 電 昌 つ し っ rt 
1 RG 臣 来 画 け せき 羽 料 G 画 県 
色相 抽 燥 SQG 井 暴 衝 で 
し Sn@ 密 の 近 し 選 絆 め 
民 S で で し っ ぃ @" 昌 団 民 じ 本 
へ や ミス ペ ” 吾 淫 喘 し 疫 忠 
求 を ww や” 皿 綴 … 若 つね " 
WI で SIJG IIINYR ホ トマ 据 G 嘱 涯 
ハーー や PS 舘 ADIJG 隙 IN 
YR トマ で ぐ 一 (民家 ・K 王 曜 下 穫 


繰り 出 そ う / 


で も 気軽 に 入れ る 焼き 肉屋 は 


た 名 店 。 座 席 数 94 の 大 型 店 


ライ ブ ( 


女性 同士 


る 。 夜 の 
を 
隠れ 
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モダ ン な 外観 が 目 を 引く お 宅 。 妹 
さん の お 部 屋 は ガラ ス 張 り で 景色 
も 格別 。 そ れ に な ん と 出勤 に は 優 
雅 に 個人 所 有 の 船 で と か 














沖縄 に も 近い ニラ イカ ナイ は 、 海 水浴 や スキ ュー バダ イ ビ ン グ の スポ 
ッ ト も た くさ ん ある 。 泳 ぐも よし 、 日 光 浴 を 楽し む も よし 






人 大胆 な 水着 で 目当て の 男の子 を 
ゲッ ト し て みて は ? 言い 寄ら れ 
る 彼 も まん ざら で は な さそ う ? 


人 


全開 放 的 な 青空 の 下 な ら 、 彼 女 の 和信 た ま に は 上 司 と 部 下 と いう 立場 
意外 な 魅力 を 発見 し そう 。 浜 辺 で を 忘れ て 、 元 気 に プ ロレ ス を 楽し 
飲む ラム ネ の 味 も また 格別 か な ん で みる の も いい 








| 1o 





ラム ネ な ど 懐 か し い お 菓 子 が 味わえ る 。 店主 
の 方 も これ また 人 情 味 あふ れる お ば あちゃ ん 


隠れ 名 所 が 漁港 か ら 見 る この 景色 。 夕日 に 照 
ら さ れる ネリ ヤ 神 殿 と TERRA 本 部 が きれ い 





根来 島 の 古い 伝承 に ある 「 逆 神 陽 し 」 が あっ 
た と いう 場所 。 神 秘 的 な 空気 が 漂う 








昔ながら の 日 本 家屋 が 島 の 景観 に と け 込ん で 
いる お 宅 。 気 兼ね な せ ず に くつ ろ げ そう 
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すま ちょ っ と 高め の 

ヒー ル を 履い て 、 

大 人 び た 雰 囲 気 の 

彼女 。 赤 系 の コー 

ト も か わい い 
14 歳 な ら 育 伸び し て 
みた い 年 ご ろ 
ハツ ラ ツ と し た 感じ の 恵 さ 


ん は まだ 十 代 前 半 。 取 材 時 
は クリ スマ スシ ー ズ ン で 、 
実は 意 中 の 彼 に プレ ゼン ト 
を 渡 そ うと し て いた みた い . 
街 に は アル バイ ト や ショ ッ 
ピン グ で よく 来る そう 







』 






呈 カ スケ ッ ト が ボ  / 








ィ イント 高い 。 あと / 信 | 
| 原色 を 使っ た マフ 、 全 
| ラー が アク セン ト Ne 
| / に な っ て いる ね 
入水 着 は サイ ド が 
N 空い た と ころ が ポ 上 この 日 は クリ スマ ス 
イン ト 。 シ ュー ズ パー ティ ー に 招待 され 
は 海水 が 入っ て も た と か 。 い つも の 服 と 
平気 な 素材 は 変わ っ て 清 半 な 感じ 













を 清潔 な 白 が さら 信 薄 手 の レ ザー ジャ ケ 
に 清涼 感 を 生み 出 ッ ト が シッ ク な 色合い 
し て いる 。 こ の と これ か ら 彼 と 2 人 で ラ 
y き は 友達 と 海水 浴 イブ に で も 繰り だ す ? 


に 来 て いた と か 0 二 
温暖 な ニラ イカ 
ナイ に ピッ タリ な 
涼し げ な スタ イル 
ロン グ ス カ ー ト は 


時 折 見 せ で くれ る 
子供 っ ぽい 表情 が C 

造 さ ん と 恵 さ ん は 姉妹 だ と 
か 。 着 こなし も セン ス 抜 群 


で さす が 恵 さ ん の お 姉さん 。 
街 に は 友達 と よく 焼き 肉 を / 
食べ に くる そう 。 ク ルク ル 1 ト 1 / ング ・ カ ジュ 』 
と 変わ る 表情 が 交 カ 的 を 人 。 | ll 有 、 スイ ンス トク ジュ 
片思い 中 と いう 情報 も !? 誠 パ い ー ト も 似合っ て る 。| 
、 占 褒 1 焼き 肉 を 食べ に い 
1 NN っ て いた そう 


| レー ト 水 着 。 色 は 
1 シッ ク な ダー ク ブ 
\、、 ラウ ン 。 泳ぎ に は 


紀 層 織 、 よ く 行く そう し 人 
男 4 
】 


V | 1 を モー ド 系 の セパ 





ln、 _」 


す 黒 に 白い ライ ン が ア 
クセ ント に な っ て いる 
水着 。 サ ング ラス も お 
し ゃ れ の ポイ ント に 


す 黒 の ジャ ケッ ト と ブ 
ー ツ が 、 黒 右 に マッ チ 
し て いる 。 ペ ルト も ポ 
イン ト 高 い 















避 部 屋 で は ゆっ た り と 


し た 服 を 好 ん で 着 て い 
る と キム さん 。 細身 の 内 
と ショ ー ト の 黒髪 が 
に 似合っ て る 
eiekds キュ ー ト な 女の子 


| や ベル ペッ ト ・ コ ひと り 暮 らし の キム さん は 


| 一 ト タ イ プ の デニ や 
| ム 地 ワン ピー ス 克 謗 と 買い 物 の 帰り だ っ た 
フロ ント ・ ジ ッ パ と か 。 実 は みん な に は 内 緒 
で つき あっ て いる 人 が いる 


ん だ っ て 。 料理 も 得意 で 
た ま に 作 っ て あげ て いる と 
いう 家庭 的 な 子 の よう 


| 一 が ちょ い 左 寄 り 















ーNH 由 画 憶 母 台 咽 じ mMS 寸 司 へ MIl 1 


ご は ささ CSS 刻 一 ば ざい 










を る ドレ ス も セレ ブ な 
感じ で GOOD。 普段 
着 も 脚線美 を 生か し た 















ファ ッ シ ョ ン 


スポ ー ツ カー に 乗る 2 
フェ ミニ ン な 学者 さん だ けど 意外 と …… 
エレ ガン ト な 七 森 さ ん は 、 イン ド ネ シア 出身 の エル フ 


学者 さん で 助手 を し て いる 
と か 。 仕事 が ら 運 転 も よく 
する そう だ けど 、 ス トレ ス 
が た まる と 運転 が 乱暴 に な 
る と きも 。 く れ ぐ れ も 安 全 
運転 で お 願い し ます ね 。 


ィ さ ん は 、 な ん と 軍人 さん 
だ そう 。 軍 人 さん らし くち 
よっ と 怖 そ うだ けど 「 お 酒 
が 入る と ひょう きん に な る 」 
と は 友達 の 造 さ ん の 弁 。 一 
度 いっ し ょ に 飲ん で みた い . 


















年 信 コ ー ト と ブー 
ツ が 軍人 さん っ ぽ 
いか も 。 バ イザ ー 
や 水着 も スポ ー テ 
ィ ー で 似合っ て る 





只 定 番 だ けど カー キ の 
コー ト が 似合っ て る 

靴 も 歩き や すい し っ か 
り し た も の を チョ イス 


絵描き を めざす 

か わい い 感 じ の 17 歳 
神 名 さん は つい 最近 ニラ イ 
カナ イ に や っ て 来 た そう で 、 
いま は お じ さ ん の 家 に 居候 
の 身 だ と か 。 趣 味 は 絵画 で 
スケ ッ チ ブッ ク を いつ も 持 
ち 歩 いて いる そう 。 素直 そ 
うな 高校 生 と いう 感じ 。 


コー ト の 下 は 紺 
の パー カー。 青 系 
が 好き な の か な ? 
年 相応 の お し ゃ れ 
で 好感 が も て る ね 


党 者 qe 


を イギリス の 学生 
ふう な ファ ッ シ ョ 
ン が 幼い 攻 立 ち に 
合っ て る 。 ネ ク 
タイ は プレ ゼン ト 
































人 知り 合い の 女性 


スリ ー ブ が 見 立て て くれ た 
の パー カー は 薄い ブル 服 だ そう で 、 茶 系 
ー が 気持 ちい い 。 お な で まとめ られ て い へ こっ 


か の 印 も か っ こい い て 、 似 合っ て る 





や イギリス 貴 族 の よう 


な スー ツ が 、 な か な か 白衣 が 似合う お ほぼ っ ちゃ ま ふ う の 

似合っ て る 。 クリ メ マ 優し そう な 博士 彼 は TERRA の 人 

スパ ー テ ィ ー 用 だ と か 如月 さん は TERRA で 助手 街角 で つか まえ た 彼 は TER 
の 七 森 さ ん と 研究 を し て い RA の 人 らし い 。 制服 の 外 


奏 と ベレー 帽 が きま っ て い 
て 、 り り し いい で た ち 。 お 
正月 に は 日 本 人 らし く 羽 織 、 
振 を 着 て 仕事 を し た と いう 
伝統 を 重んじ る 一 面 も 


る 学者 さん で 、 妹 さん と 2 
人 暮らし 。 仕事 が ら 白 衣 で 
過ごす こと が 多い と か 。 長 
い 机 が 学者 らし いけ ど 、 品 
よく まとまっ て る 

















語 デイ リッ 
街 を 軽快 に 開 歩 し 
た い 人 に は 、 バ ッ 
グ も な る べく 邪魔 
に な ら な いも の を 
選び た い 。 そ ん な 
人 に オス ス メ の バ 
ッ グ が これ 。 両手 
が 自由 に な る か ら 
便利 。 収 納 性 も 見 
た 目 以 上 に ある 








携帯 音楽 プレ ー ヤ ー は ここ 
まで 来 た 。 デ ー タ を 記録 し 
た ステ ィ ッ ク 型 の メモ リー 
ディ スク を 差し 込む だ け で 
OK。 小型 バッ テリ ー 付 き 
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REAR FRONT 








偽 ダ り 
な ん で も 入る 、 ゆ っ た り め の カナ パ 
製 の バッ グ 。 ス トラ ッ プ は ナイ ロン 
製 、 マ ジッ ク テ ー プ で 簡単 に 調節 で 
きる 。 携帯 電話 用 の ポケ ッ ト も 付い 
て いて 機能 性 も 抜群 
女の子 に どう ぞ 







ク も 用 意 し て ある 


小型 軽量 、 片 手 で 手軽 に 録画 で きる ビデ オカ 
メラ 。 光 学 ズ ー ム な ど 充 実 の 機能 が 満載 され 
て いる 。 録画 し た デー タ も 余裕 で 簡単 転送 


TOP 


SIDE 


長い 旅行 に 出かけ る た め の 必 需 
品 は な ん と いっ て も トラ ンク ケ 
ー ス 。 軽量 で 丈夫 、 車輪 と スラ 
イド 式 の 取っ 手 で 持ち 運び に も 
便利 。 カ ラー は 女性 向け に ピン 





ボディ ー 全 面 が ディ 
スプ レイ と な っ た 画 
期 的 な 携帯 電話 が 登 
場 。 画 像 、 メ ー ル が 
表示 可能 。 ワ ン ボ タ 
ン で タッ チタ イプ の 
ダイ ヤル を 表示 









定番 だ けど 教科 書 や ノー ト 、 書 
類 を 入れ や すい の が スク ー ル カ 
バン 。 厚 い 辞書 類 も 楽々 。 ベ ル 
ト を 取り 付け れ ば 背中 に 背負 う 
こと だ っ て で きる 。 カ ラー も シ 
グリ ー ン を チョ イス 












13cm 













ー 引 守 の STri 電 SgIS 守 釧 | 結 に YsINri 計 中 ST 人 9HS ン 激 と ざ 必 U 油 壮 癌 喜 藻 沸 若 
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落ち 着い た 重厚 デ ザイ ン が 男性 
オー ナー か ら 絶 大 な 支持 を 受け る , 
6 輪 と いう 特殊 性 も 機能 性 を 追求 
し た 結果 の も の 。 一 度 お 試し あれ 











小型 な が ら 操 介 性 と 居住 性 
抜群 の ファ ミリ ー タ イプ 
ハン ドリ ング も 軽快 で 女性 
に も や 手軽 に 切り 回 せる 。 コ 
スト パフ ォ ー マ ンス も 高い 




















軽 性 な ドラ イ ビ ン グ 性 能 と スポ ー テ ィ ー 
な フォ ルム が 人 気 の 一 台 。 4 シー ト で 大 
住 性 も 確 介 され て いる 


ハマ ィ ク オリ ティ を の こり 上 上 め 
ヘッ ド フ ォ ン 一 体型 
音楽 プレ ー ヤ ー 


お 誕生 日 お めで と う ! 
オル ゴー ル 


どん な と ころ で 高音 
質 な 音楽 を 楽し みた い 
区 沢 な あな た に 最適 の 
プレ ー ヤ ー。 ス ティ ッ 
ク 型 の 記憶 ディ スク な 
の で 取り 扱い も 簡単 





















記念 の 写真 と いっ し ょ に 「 ハ ッ ピ ー バ ー 
ス デ ー」 の メロ ディ ー が 流れ る オル ゴー 
ル を 。 一 生 の 思い 出 に どう ぞ 


午後 の 散策 は 
エレ ガン ト に 


日 研 


今週 の ニャ ンコ 
プチ 


今回 ご 紹介 する の は 、 紫 東 
さん 宅 の ブチ 。 ブ チ は 紫 東 
さん が 出張 中 に 偶然 出会っ 
た 猫 で 、 ひ と り で いた と こ 
ろ を ニラ イカ ナイ まで 連れ 
て きち ゃ っ た と か 。 人 な つ 
っ こく 愛 婚 の ある 仕草 に 
紫 東 さん も 親 バカ ぶり 発揮 
し て お り ま し た 





日 射 し の 強い 南 の 
島 で の 必須 アイ テ 
ム 。 珍しい パー プ 
ル と トラ ディ ショ 
ナル な フォ ルム が 
日 常 を ひと 味 違 う 
も の に し て くれ る 
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欠 一 多 笛 乱 給 下 党 


時 手 9 詞 へ 渋 : 由 穫 窒 皇 : 据 田 尿 IH 症 癌 : 押 断 NRNg 


継 Q 多 洛 征 べ (つく つべ ) 地 急 人 9 
旦 性 : 折 雪 半 筑 誰 へ 小 二 : 表 欄 研 征 症 頼 : 中 絡 誠 N 


欠 ぐ 区 租 11 く S 妖 
量 析 明寺 人 功 h へ 上 : 屋 二 選民 才 : 三 半 写 中 記 : 要 由 


囚 で 区 笛 宮 SS 客 突 
時 : 軸 間 下 代 h へ ホ 老 : 所 想 年 上 : 析 拉 只 


餅 e 弥 紋 NRN て 天 よ て 
詩 手 : 杜 民 混 由記 A 上 過失 旦 田 硝 ロ ] 所 : 過 織 李 設問: 季 思 Se 叱 最 家 13 


キー 


詩 手 : 忌 下 | 問 据 hA ト の 坦 王 : 胃 ヨ 定 症 明 : ポ 吉 超 員 


鱗 に 区 準 組 *6N@ 記 
黒 手 : 半 居所 |1 奈 愉 hA ト の 志 : 想 中頭 : 忠 拘 承 N 


災 の 祭 維 営 \9 秋 党 


旦 手 : 野 民 更 還 庄 AA ト : 医 定 了 低 韓 : 才 田 展 H 症 彰 : 舞 室 民 本 


欠 っ 区 身 密 ぐ 軍 
野村 : 旬 三 味 編 由 : 忌 畑 由 名 静 : 暗 和 設 邊 曲 : 間 民間" 応 三 球 | / そ 様 字 季 


弥 三 区 近 別 詳 ぐ へ ホ ふ 
野人 : 選 SHE 紅 候 ロ へ 性 : 科 民生 問 : 折 補 電 


弥 二 昧 党 問答 宮 筐 
量 手 : そ 時 中 還 胃 ハ ee 皇 : 田 硝 ] 絹 : 加地 
弥 思 守 灯 嘱 ろ 大 


野性 : そ 中 写 回 へ 小 8 才 王 : 懇 志 癌 定 症 彰 : 呈 結 健 N 
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